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教
育
費 
大
幅
増

明
石
台
小
新
築
・
日
吉
台
小
増
築

定 例 会 

平成25年度
決算認定

　平成26年第３回定例会は、９月２日から12日までの11日間の

会期で開かれました。

　平成25年度一般会計決算、各種特別会計決算及び水道事業会計

決算、平成26年度各種会計補正予算、契約締結案件、人事案件な

ど15議案２諮問６認定が提出され、議会基本条例に関する調査特

別委員会の設置を含め、原案どおり可決しました。また、意見書

１件を採択し、国に提出しました。

　一般質問は、16人の議員から町政を問う28件の質問がなされ、

活発な議論が繰り広げられました。

町税 
55億2,140万円 
　　　（42％） 

国・県支出金 
23億3,966万円 
（18％） 

地方交付税 
18億5,162万円 
　　　（14％） 

繰越金 
8億4,733万円 
　　　（６％） 

地方債 
6億5,880万円 
（５％） 

譲与税・交付金 
7億702万円 
（５％） 

諸収入 
4億7,434万円 
（４％） 

使用料・手数料 
2億200万円（２％） 

その他 
5億9,609万円（４％） 

町民税 
　28億9,054万円 
固定資産税 
　22億3,547万円 
その他 
　　3億9,539万円 

【内訳】 歳　入 
131億9,826万円 
前年度比 
－９億9,742万円 
　　　（－7.0％） 

平成25年度　各種会計決算の状況

収支差引支　　出収　　入種　　別

8億6,386万円123億3,440万円131億9,826万円一 般 会 計

1億5,474万円38億3,984万円39億9,458万円国民健康保険
特　
別　
会　
計

1,314万円12億2,896万円12億4,210万円下 水 道 事 業

8,385万円19億1,266万円19億9,651万円介 護 保 険

399万円2億4,116万円2億4,515万円後期高齢者医療

△1,905万円10億4,848万円10億2,943万円収 益 勘 定水
道
事
業 △7,521万円1億4,468万円6,947万円資 本 勘 定

一般会計
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定 例 会 

歳　出 
123億3,440万円 
前年度比 
－７億2,395万円 
　　　（－5.5％） 

公債費 
4億2,942万円（４％） 

労働費 
7,483万円（１％） 

農林水産業費・商工費 
2億1,077万円（１％） 

議会費 
1億4,928万円（１％） 

消防費 
6億1,529万円 
（５％） 

災害復旧費 
6,824万円（１％） 

民生費 
36億6,579万円 
　　　（30％） 

教育費 
25億8,879万円 
　　　（21％） 

総務費 
18億8,621万円 
（15％） 

衛生費 
11億4,943万円 
　　（９％）　 

土木費 
14億9,635万円 
　　　（12％） 

 歳入歳出のあらまし 
　平成25年度の一般会計の決算は歳入が
131億9,826万円、歳出が123億3,440万円と
なり、前年度比でおよそ歳入7.0％、歳出は
5.5％の減となりました。
　歳入・歳出減少の主な要因は、認可保育
所整備や介護施設整備事業の終了と、大き
な災害が発生しなかったことにより歳出が
減少し、歳入はこの事業の財源となる国・
県支出金が減となったためです。

○東日本大震災災害復旧
事業　 4,670万円

○台風１５号に係る災害復
旧事業　 2,082万円

○道路橋梁・河川災害復
旧事業　 72万円

○学校給食センター運営・維持
管理事業　 4億3,944万円
○明石台小学校建設事業

3億4,393万円
○総合運動公園運営・維持管理
事業　 2億2,798万円

○町道除融雪事業　 1億5,129万円
○町道側溝整備事業　 1億2,018万円
○町営清水沢・宮ノ沢住宅建替事業

9,086万円

○児童手当支給事業
10億9,938万円

○認可保育所運営事業
3億6,908万円

○介護保険特別会計繰出
金・後期高齢者医療制度
運営事業

5億4,887万円

○町内会館整備事業
6,484万円

○町民バス運営事業
2,618万円

○参議院議員選挙費
1,421万円

○一般廃棄物処理事業
　（仙台市委託分含む）　 3億2,723万円
○住民健診事業　 1億3,945万円
○感染症予防事業　 1億3,156万円

○黒川地域行政事務組合（消防）
負担金　 5億3,907万円

○消防ポンプ整備事業
2,159万円

○消防団員設置・運営事業
1,542万円

災害復旧費消防費

土木費衛生費

教育費

民生費

総務費

　

平
成　

年
度
富
谷
町

２５

一
般
会
計
を
は
じ
め
、

特
別
会
計
（
４
会
計
）

及
び
水
道
事
業
会
計
の

合
わ
せ
て
６
会
計
に
つ

い
て
、
延
べ　

日
間
に

１３

わ
た
り
決
算
審
査
を

行
っ
た
。

　

決
算
審
査
の
結
果
、

不
当
性
、
違
法
性
は
認

め
ら
れ
ず
、
計
数
的
に

も
正
確
で
あ
る
。

　

ま
た
、
特
定
目
的
基

金
の
運
用
に
つ
い
て
も

適
正
と
認
め
る
。

　

今
後
も
、
施
策
の
優

先
度
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
経
常
経
費
の
支

出
を
抑
え
な
が
ら
必
要

と
さ
れ
る
公
共
事
業
を

行
い
、
一
層
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
る
こ
と
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、
職
員
の
適
正

配
置
、
労
働
時
間
等
労

務
管
理
を
適
切
に
行
い
、

健
康
管
理
に
も
十
分
配

慮
さ
れ
た
い
。

富
谷
町
代
表
監
査
委
員

阿　

部　
　
　

功

監
査
委
員
の

意
見
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庁
舎
整
備
の
た
め
の
基

金
積
立
の
目
標
額
は
。

 

　

目
標
額
は
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
庁
舎
が
老
朽
化

し
て
き
た
と
き
の
整
備
の
た

め
の
も
の
で
す
。
昨
年
度
は

空
調
設
備
の
入
れ
替
え
を
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
使
途
は

い
ろ
い
ろ
想
定
さ
れ
ま
す
。

問 答 

 

　

職
員
の
新
規
採
用
者
数

と
退
職
者
数
は
。

 

　

新
規
採
用
者
は　

人
で
、

１２

退
職
者
は　

人
で
す
。

２２

 

　

退
職
者
の
退
職
理
由
は
。

 

　

大
半
が
定
年
退
職
で
、

あ
と
は
自
己
都
合
で
す
。

 

　

自
己
都
合
の
理
由
は
。

 

　

結
婚
と
病
気
が
そ
れ
ぞ

れ
１
人
で
す
。
他
は
、
い
ろ

い
ろ
な
理
由
で
す
。

問 答 問 答 問 答 

 

　

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
で

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
協
議

し
ま
し
た
か
。

 

　

市
制
移
行
を
行
う
に
あ

た
り
、
町
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
る
予
定
で
、
審
議
委
員

に
協
議
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

 

　

町
税
の
収
納
率
が
ア
ッ

プ
し
、
滞
納
分
も
大
幅
改
善

し
て
い
る
が
、
今
後
も
続
け

て
い
け
ま
す
か
。

 

　

今
後
も
そ
う
い
っ
た
方

向
で
進
み
た
い
で
す
。

 

　

納
付
の
利
便
を
図
る
た

め
の
新
た
な
納
付
方
法
は
。

 

　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
税
を

問 答 問 答 問 答 

考
え
て
い
ま
す
。

 

　

県
広
報
配
付
事
務
委
託

金
は
、
行
政
区
長
の
報
酬
に

入
っ
て
い
ま
す
か
。

 

　

入
っ
て
い
ま
す
。

 

　

町
の
広
報
や
県
の
広
報

は
、
行
政
区
長
が
直
接
配
付

し
ま
す
か
。

 

　

現
時
点
で
詳
細
な
調
査

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

　

相
談
内
容
は
。

 

　

遺
言
や
相
続
に
関
す
る

こ
と
が
際
立
っ
て
多
い
状
況

で
す
。

 

　

相
談
件
数
の
推
移
は
。

 

　

大
幅
に
増
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
後
若
干
増
え
る
こ

と
は
推
測
で
き
ま
す
。

問 答 問 答 問 答 問 答 

 

　

メ
ン
タ
ル
面
で
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
職
員
は
何
人

い
ま
す
か
。

 

　

精
神
疾
患
は
４
人
で
す
。

 

　

近
隣
の
市
町
村
と
比
べ

て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

　

他
も
４
〜
５
人
ほ
ど
で
、

６
人
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

 

　

ど
の
よ
う
な
対
処
を
し

て
い
ま
す
か
。

 

　

産
業
医
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
受
け
さ
せ
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
医
へ
の
受
診
を

促
し
て
い
ま
す
。

 

　

現
在
の
登
録
者
数
は
。

 

　

１
７
８
９
人
で
、
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

 

　

町
民
体
育
祭
が
雨
で
中

止
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
う

し
た
お
知
ら
せ
に
こ
の
メ
ー

ル
を
活
用
で
き
ま
せ
ん
か
。

 

　

協
議
し
ま
す
。

問 答 問 答 問 答 問 答 問 答 

 

　

委
員
が
１
人
欠
員
と

な
っ
た
ま
ま
で
す
が
、
選
定

状
況
は
。

 

　

昨
年　

月
に
保
護
者
の

１０

代
表
の
委
員
が
辞
任
さ
れ
ま

し
た
。
教
育
委
員
会
部
局
か

ら
、
主
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
を

推
薦
し
て
お
り
、
町
長
部
局

で
人
選
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

 

　

平
成　

年　

月
、
対
象

２５

１０

者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
が
、

予
測
と
の
比
較
は
。

 

　

当
初
、
月
２
２
０
０
万

円
前
後
を
見
込
ん
で
い
ま
し

た
が
、
実
績
額
は
２
０
０
０

万
円
程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

　

す
べ
て
無
料
で
す
か
。

 

　

一
部
負
担
金
及
び
所
得

制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。

 

　

受
診
者
の
負
担
金
の
撤

廃
は
検
討
し
ま
し
た
か
。

 

　

初
診
時
５
０
０
円
を
負

問 答 問 答 問 答 問 答 

ま
ち
づ
く
り
審
議
会

町
税
の
収
納
率

広

報

配

付

コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
税

決 算 審 査 特 別 委 員 会 

　

年
度　

決
算
質
疑

２５

　

年
度
の
一
般
会
計
・
各
種
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
に
つ

２５い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
し
ま
し

た
。
主
な
質
疑
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

職
員
の
健
康
管
理

教
育
委
員
の
欠
員

▲  職員研修報告

人
権
・
行
政
・

生
活
相
談

庁
舎
整
備
基
金
の

積
立

職
員
の
新
規
採
用
と

退
職
者

安
全
安
心
メ
ー
ル

子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業

一

般

会

計
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付
と
な
り
ま
す
。

 

　

各
公
民
館
に
町
民
が
自

由
に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

 

　

快
適
に
利
用
で
き
る
方

向
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

 

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
城
福
祉

オ
ン
ブ
ズ
ネ
ッ
ト「
エ
ー
ル
」

へ
の
委
託
業
務
は
何
で
す
か
。

 

　

主
に
高
齢
者
・
障
が
い

者
の
権
利
擁
護
事
業
で
す
が
、

他
の
業
務
に
も
対
応
可
能
で

す
。

 

　

町
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
は
。

 

　

広
報
等
の
他
に
、
ケ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
会
議
等
で
、
機

会
が
あ
る
ご
と
に
周
知
し
て

い
ま
す
。

 

　

認
知
症
専
門
相
談
に
つ

い
て
の
医
師
と
の
契
約
は
。

 

　

実
績
に
基
づ
い
た
謝
礼

を
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

 

　

医
師
会
に
委
託
す
る
考

え
は
。

 

　

医
師
会
に
委
託
す
る
方

向
で
検
討
中
で
す
。

 

　

富
谷
町
シ
ル
バ
ー
人
材

問 答 問 答 問 答 問 答 問 答 問 

セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
金
1
6

０
０
万
円
の
使
途
は
。

 

　

職
員
等
の
給
料
や
消
耗

品
な
ど
事
務
的
な
も
の
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

　

職
員
は
何
人
で
す
か
。

 

　

理
事
長
、
事
務
局
長
、

一
般
職
４
人
、
臨
時
職
２
人

で
す
。

 

　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の

交
換
時
の
目
安
は
。

 

　

球
切
れ
の
場
合
、
器
具

に
問
題
が
な
け
れ
ば
、
従
前

の
球
の
交
換
の
み
で
す
。　

２４

年
度
以
降
、
器
具
が
古
く
交

換
が
必
要
な
場
合
は
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
へ
の
交
換
と
し
て
い
ま
す
。

 

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
た
の

は
、
何
基
で
す
か
。

 

　　

、　

年
度
合
わ
せ
て

２４

２５

１
０
４
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換

し
て
い
ま
す
。

 

　

富
谷
産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

は
、
放
射
能
汚
染
が
な
い
と

の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、

放
射
能
検
査
の
対
応
は
。

 

　
「
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」開

答 問 答 問 答 問 答 問 答 

催
前
に
放
射
能
測
定
を
し
て

い
ま
す
。

 

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み

取
り
と
加
工
し
た
ジ
ャ
ム
の

売
上
実
績
は
。

 

　

販
売
実
績
は
、
１
２
０

０
万
円
で
す
。

 

　

町
内
中
小
企
業
を
支
援

す
る
た
め
の
保
証
料
補
給
金
、

利
子
補
給
金
の
利
用
実
績
は
。

 

　

保
証
料
補
給
金
は　

件
３１

で
、
利
子
補
給
金
は　

件
で

８０

す
。

問 答 問 答 

 

　

橋
梁
維
持
の
長
寿
命
化

修
繕
計
画
策
定
の
内
容
は
。

 

　

町
道
に
か
か
っ
て
い
る

橋
は　

橋
あ
り
、
緊
急
に
修

５６

繕
が
必
要
か
、
も
う
少
し
修

繕
を
先
に
延
ば
す
か
を
判
断

し
、
修
繕
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

　

今
後
の
修
繕
計
画
は
。

 

　

今
の
と
こ
ろ
緊
急
的
に

補
修
を
必
要
と
す
る
箇
所
は

あ
り
ま
せ
ん
。

 

　

今
後
の
維
持
管
理
費
用

は
、
ど
の
く
ら
い
か
。

 

　

そ
の
都
度
、
点
検
を
実

施
し
、
詳
細
設
計
等
を
行
い
、

補
修
費
用
を
算
出
し
ま
す
。

問 答 問 答 問 答 

中
小
企
業
支
援

橋
梁
維
持
計
画

決 算 審 査 特 別 委 員 会 

防
犯
灯
のＬ

Ｅ
Ｄ
化

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

富
谷
産

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

▲  新富谷大橋

担
し
て
い
た
だ
い
て
も
、
町

で
は
月
４
８
０
万
円
程
度
の

医
療
費
負
担
増
で
す
。

 

　　

歳
未
満
ま
で
の
拡
大

１８

に
つ
い
て
の
検
討
は
。

 

　

検
討
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

　

平
成　

年
９
月
定
例
会

２５

で
助
成
拡
大
の
請
願
を
採
択

し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
検

討
は
。

 

　

請
願
の
重
み
は
承
知
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
検
討
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

 

　

カ
ッ
ト
野
菜
の
利
用
割

合
は
。

 

　　

％
の
利
用
率
で
す
。

３１

問 答 問 答 問 答 

 

　

カ
ッ
ト
野
菜
、
冷
凍
食

品
の
産
地
は
。

 

　

タ
マ
ネ
ギ
、
ピ
ー
マ
ン
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
に
は
外
国
産
は
入
っ
て

い
ま
せ
ん
。

 

　

食
の
安
全
の
視
点
か
ら
、

カ
ッ
ト
野
菜
工
場
の
作
業
工

程
を
見
て
お
く
べ
き
で
は
な

い
で
す
か
。

 

　

検
討
し
ま
す
。

 

　

公
民
館
の
利
用
申
し
込

み
の
ル
ー
ル
は
。

 

　

公
民
館
利
用
サ
ー
ク
ル

は
毎
月
７
日
ま
で
、
一
般
個

人
は
８
日
か
ら
申
し
込
み
受

問 答 問 答 問 答 

学
校
給
食
の
食
材

▲  給食おいしいよ

公

民

館

事

業

高
齢
者
・
障
が
い
者

サ
ポ
ー
ト
事
業
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決 算 審 査 特 別 委 員 会 

 

　

療
養
給
付
の
費
用
額
が

　

億
円
と
あ
る
が
、
レ
セ
プ

３０ト
の
分
析
は
し
て
い
ま
す
か
。

 

　

今
回
、
高
額
医
療
費
１

件　

万
円
以
上
の
３
２
３
件

８０
を
分
析
し
ま
し
た
。
最
高
額

１
カ
月
９
０
０
万
円
と
い
う

方
も
い
ま
し
た
。

 

　

高
額
医
療
費
以
外
の
レ

セ
プ
ト
は
点
検
し
て
い
ま
す

か
。

 

　

医
療
費
の
全
レ
セ
プ
ト

審
査
は
、
国
保
連
合
会
で
し

て
い
ま
す
。

 

　　

年
度
の
調
剤
の
件
数
、

２５

金
額
は
い
く
ら
で
す
か
。

 

　

件
数
は
４
万
７
４
７
７

件
で
、
費
用
額
は
５
億
４
３

３
８
万
円
で
す
。

 

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
切
り
替
え
の
把
握
は
。

 

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

は
、　

年
度
で
は　

・
１
％

２５

３１

で
す
が
、　

年
３
月
に
は

２６

　

・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、

３３年
々
利
用
の
割
合
が
高
ま
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

問 答 問 答 問 答 問 答 

 

　

二
次
予
防
事
業
の
目
的

は
何
で
す
か
。

 

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
選

定
さ
れ
た
方
々
を
対
象
に
、

介
護
へ
の
移
行
を
防
止
す
る

た
め
に
行
い
ま
す
。

 

　

二
次
予
防
事
業
で
の
該

当
者
の
抽
出
は
、
ど
の
よ
う

な
基
準
で
し
て
い
ま
す
か
。

 

　

国
の
基
準
に
の
っ
と
っ

た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
項
目
に

よ
る
も
の
で
す
。

 

　

事
業
ご
と
の
参
加
率
が

落
ち
て
い
ま
す
が
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

 

　

来
年
度
か
ら
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
の
中
で
自
由
に
で

き
る
状
況
に
な
る
た
め
、
介

護
予
防
の
段
階
的
な
事
業
を

選
択
で
き
る
よ
う
な
形
で
広

め
て
い
き
た
い
で
す
。

 

　

成
年
後
見
制
度
は
、
ど

の
程
度
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

 

　

相
談
は
受
け
て
い
ま
す

が
、
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

　

介
護
保
険
料
の
長
期
未

納
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
停
止
の

該
当
者
は
い
ま
す
か
。

 

　

給
付
制
限
は
か
け
て
い

ま
せ
ん
。

問 答 問 答 問 答 問 答 問 答 

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

特

別

会

計

歳　出 
38億3,984万円 

保健施設費 
4,325万円（１％） 

基金積立金 
5,724万円（１％） 

その他 
1億2,317万円（３％） 

介護納付金 
2億2,594万円 
（６％） 

保険給付費 
24億8,773万円 
　　　（65％） 

後期高齢者 
支援金等 
5億2,688万円 
　　（14％） 

共同事業 
拠出金 
3億7,563万円 
　　　（10％） 国民健康保険税 

10億9,437万円 
　　　（27％） 

国・県支出金 
11億6,209万円 
（29％） 

療養給付費等交付金 
2億5,578万円（６％） 

前期高齢者 
交付金 
9億537万円 
　　　（23％） 

共同事業交付金 
3億1,182万円 
（８％） 

繰入金 
1億9,749万円 
（５％） その他 

6,766万円（２％） 

歳　入 
39億9,458万円 

歳　出 
19億1,266万円 

地域支援事業費 
5,554万円（３％） 

諸支出金 
4,691万円（２％） 

その他 
5,522万円（３％） 

保険給付費 
17億5,499万円 
　　　（92％） 

保険料 
4億5.378万円 
　　　（23％） 

国・県支出金 
6億2,083万円 
（31％） 

支払基金 
交付金 
5億3,041万円 
　　　（27％） 

繰入金 
3億4,737万円 
　　　（17％） 

その他 
4,412万円 
（２％） 

歳　入 
19億9,651万円 

※
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い

て
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。



とみや議会だより No.167

2014年 （平成 26年）11月１日
7

 

　

雨
水
が
マ
ン
ホ
ー
ル
に

入
っ
て
、
そ
れ
が
不
明
水
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
の
対
策
は
。

 

　

不
明
水
は
、
ほ
と
ん
ど

雨
水
で
、
そ
の
対
策
と
し
て

は
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調
査
や

本
管
の
改
築
工
事
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

　

不
明
水
の
数
値
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

 

　

有
収
率
が　

・
２
％
な

８０

の
で
、
不
明
水
は　

・
８
％

１９

で
す
。　

万
１
６
８
８
�
が

８３

不
明
水
と
な
り
ま
す
。

 

　

不
明
水
の
早
期
発
見
の

た
め
の
具
体
的
対
策
は
。

 

　

管
渠
へ
の
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

 

　　

年
は
調
査
を
実
施
し

２４

て
い
ま
す
が
、　

年
度
は
実

２５

施
し
ま
し
た
か
。

 

　

１
カ
所
行
い
ま
し
た
。

 

　

不
明
水
の
早
期
発
見
の

た
め
に
は
、
毎
年
数
カ
所
で

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
す
か
。

 

　

あ
く
ま
で
も
予
算
の
範

囲
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。

問 答 問 答 問 答 問 答 問 答 
下
水
道
事
業

 

　

水
道
事
業
の
企
業
会
計

へ
の
完
全
移
行
は
い
つ
ご
ろ

で
す
か
。

 

　

平
成　

年
度
に
完
了
し

２５

て
い
ま
す
。

 

　

企
業
会
計
は
、
一
般
企

業
で
い
え
ば
、
利
益
を
出
す

た
め
の
経
営
と
し
て
の
会
計

と
考
え
ら
れ
る
が
、
水
道
事

業
も
同
じ
考
え
で
す
か
。

 

　

公
営
企
業
会
計
で
す
の

で
、
利
益
の
追
求
で
は
な
く
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

 

　

給
水
人
口
が
増
え
て
い

る
の
に
、
総
給
水
量
が
減
っ

て
い
る
の
は
、
節
水
意
識
の

徹
底
効
果
で
す
か
。

 

　

そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、

漏
水
修
理
に
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

　

仙
南
仙
塩
広
域
水
道
の

受
水
費
の
引
き
下
げ
の
検
討

が
始
ま
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、

現
状
は
ど
う
で
す
か
。

 

　　

年
度
ま
で
変
わ
り
あ

２６

り
ま
せ
ん
。

 

　

減
価
償
却
で
の
赤
字
は

今
後
も
続
き
ま
す
か
。

 

　

そ
う
で
す
。

問 答 問 答 問 答 問 答 問 答 水
道
事
業
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

討 論 

一　

般　

会　

計

討 論 

　

実
質
的
な
黒
字
は
４
億
３

７
０
０
万
円
で
、
各
種
基
金

の
合
計
額
が　

億
円
を
超
え

６４

て
い
ま
す
。
基
金
を
整
理
統

合
し
、
図
書
館
、
公
営
墓
地

　

図書館、公営墓地

整備の基金設けよ
　

反対　永野　久子 議員

　

歳
入
の
総
額
は　

年
度
よ

２４

り
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

災
害
に
お
け
る
補
助
金
等
の

収
入
減
に
よ
り
ま
す
。
歳
出

で
は
、（
仮
称
）
明
石
台
小
学

　

人口増加に伴う

施策・執行
　

賛成　浅野　直子 議員

整
備
を
目
的
と
し
た
準
備
基

金
を
設
け
る
べ
き
で
す
。

　

農
水
費
を
増
額
し
、
価
格

補
償
・
所
得
保
障
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

公
的
保
育
所
の
増
設
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
改
善
、

道
路
側
溝
の
有
蓋
化
、
老
朽

化
し
た
学
校
施
設
・
設
備
等

の
改
善
が
急
が
れ
ま
す
。

　

各
種
広
報
の
配
付
を
民
間

事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
、

総
務
部
長
ポ
ス
ト
の
空
白
を

早
急
に
解
消
す
る
こ
と
な
ど
、

改
善
を
求
め
反
対
し
ま
す
。

校
の
新
築
工
事
に
着
手
し
、

日
吉
台
小
学
校
の
増
築
や
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
中
学

３
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
所
機
能
の
充
実

の
た
め
、
公
民
館
へ
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
事
業

に
も
取
り
組
み
、
地
域
住
民

の
活
動
を
支
え
る
町
内
会
館

の
建
設
・
修
繕
に
努
め
、
住

民
の
命
を
守
る
消
防
強
化
体

制
を
整
え
ま
し
た
。

　

住
民
の
負
託
に
応
え
た
決

算
で
あ
り
、
更
な
る
努
力
を

求
め
賛
成
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
収
納
率
の

２５

改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

資
格
者
証
の
発
行
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
１
カ
月
、
３
カ
月
、

６
カ
月
の
短
期
証
を
発
行
し
、

　

基金12億円超　

大幅引き下げ可能
　

反対　佐藤　聖子 議員

　

町
で
は
、　

年
度
か
ら
税

２３

率
を
引
き
下
げ
３
年
を
迎
え

て
い
ま
す
が
、
国
保
事
業
の

長
期
的
な
財
政
基
盤
強
化
の

た
め
に
は
、
資
格
者
証
や
短

　

保険給付の

反復・継続に期待
　

賛成　森　　栄 議員

町
は
納
税
相
談
が
で
き
る
と

し
て
、
役
場
に
取
り
に
来
る

こ
と
を
原
則
に
し
て
い
ま
す

が
、
留
め
置
か
ず
速
や
か
に

郵
送
す
べ
き
で
す
。

　

国
保
の
財
政
調
整
基
金
は
、

平
成　

年
度
末　

億
円
を
超

２５

１２

え
て
お
り
、
基
金
活
用
で
大

幅
な
引
き
下
げ
は
可
能
で
す
。

　

現
在
、
国
保
税
納
付
は　
１０

回
で
す
が
、
毎
月
納
付
で
き

る　

回
に
す
る
こ
と
、
納
税

１２
相
談
は
住
民
の
暮
ら
し
ぶ
り

が
わ
か
る
町
が
、
丁
寧
に
行

う
こ
と
を
求
め
反
対
し
ま
す
。

期
被
保
険
者
証
の
適
切
な
交

付
と
国
保
税
の
納
税
意
識
の

向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
の
伸
び
は

今
後
も
続
く
も
の
と
思
わ
れ
、

国
保
事
業
の
長
期
的
な
財
政

安
定
化
と
財
政
基
盤
の
強
化

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
保
は
、
国
保
加
入
者
に

必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
社

会
保
障
制
度
で
、
今
後
も
国

保
加
入
者
に
対
し
、
反
復
・

継
続
的
に
保
険
給
付
が
提
供

さ
れ
、
町
民
の
福
祉
向
上
を

期
待
し
て
賛
成
し
ま
す
。

決 算 審 査 特 別 委 員 会 
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こ
の
条
例
は
、
富
谷
町
の

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
で
定
め
る
基
準

は
、
児
童
が
明
る
く
衛
生
的

な
環
境
に
お
い
て
、
素
養
が

あ
り
適
切
な
訓
練
を
受
け
た

職
員
か
ら
保
育
の
提
供
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
、
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者

は
当
該
基
準
を
遵
守
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

富谷町放課後健全育成事業
の設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定

定 例 会 

富谷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
　認定こども園、幼稚園、保育所や地域での子育て、在宅での子育てを支援する取り組みを、市町村が主体と
なって行うための運営等の基準を定めるものです。
　施設及び事業において、利用定員・運営基準・給付費の基準を定めています。特に運営基準では、施設及び
事業者は、利用者に対して、運営規定の概要、職員の勤務体制、利用者負担等の重要事項が記載された文書を
交付し説明を行い、利用申込者の同意を得なければなりません。また、保育等についての外部等からの評価の
公表、災害時等の緊急時の対応と虐待防止の措置、苦情受付の窓口の設置等々、運営全般に基準が定められて
います。

【概　要】
富谷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

都道府県知事が行う研修等を修了した保育士等有資格者（経過措置有）の職員を２人以上
配置し、うち１人以上は有資格者とする。

職員・職員数

児童１人当たりおおむね1.65㎡とする。施設・設備

土日休業日等は原則１日８時間以上、平日は３時間以上とする。年間250日以上を原則と
する。

開所時間・日数

富谷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

家 庭 的 保 育 者：町長が行う研修等を修了した保育士、保育士と同等以上の知識及
び経験を有すると町長が認める者

家庭的保育補助者：町長が行う研修等を修了した者
家庭的保育者１人につき、乳幼児３人以下、家庭的保育補助者を置く場合は５人以下

職員・職員数
家
庭
的
保
育 保育室・１人当たり3.3㎡

屋外遊技場：２歳以上１人当たり3.3㎡　※定員５人以下
施設・設備

Ａ型：保育士割合10割　　Ｂ型：保育士割合５割以上　　Ｃ型：家庭的保育者、家庭
的保育補助者
０歳児３人につき１人、１～２歳児６人につき１人を配置し、１人を追加で配置（Ａ・Ｂ型）
家庭的保育者１人につき、乳幼児３人以下、家庭的保育補助者を置く場合は５人につき１人

職員・職員数
小

規

模

保

育

乳児室／ほふく室：１人当たり3.3㎡（Ａ・Ｂ・Ｃ型）
保育室：２歳以上１人あたり1.98㎡（Ａ・Ｂ型）、２歳以上１人当たり3.3㎡（Ｃ型）
屋外遊技場：２歳以上１人当たり3.3㎡（Ａ・Ｂ・Ｃ型）　※定員19人以下

施設・設備

みんなが子育てしやすい町へ
子ども・子育て支援新制度の条例制定
　平成27年４月からはじまる「子ども・子育て支援新制度」は、幼稚園と保育所の
機能を併せ持つ「認定こども園」の普及、保育ママ・小規模保育など地域型保育事
業の創設、待機児童の解消、地域の子育て支援の量の拡充や質の向上などを総合的
に進めるための制度です。
　この「子ども・子育て関連３法」に基づき、各市町村において条例の制定が必要となることから、関係する３
つの条例を制定します。３条例とも、本町の実情に国の基準と異なる内容を定めるべき特別な事情や特性はない
ことから、国基準を富谷町の基準としています。
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新
制
度
は
、
設
置
基
準
の

低
い
小
規
模
保
育
事
業
を
固

定
化
し
て
お
り
、
ど
の
施
設

に
入
所
す
る
か
に
よ
っ
て
保

育
の
質
に
格
差
が
生
じ
か
ね

　

現行保育料の維持

など明記すべき
　

反対　永野　久子 議員

ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
育
料
の

他
に
さ
ま
ざ
ま
な「
上
乗
せ
」

が
可
能
と
な
り
保
護
者
の
負

担
が
重
く
な
り
ま
す
。
保
育

事
業
へ
の
株
式
会
社
参
入
が

可
能
と
な
り
、
保
育
士
の
低

賃
金
や
事
業
撤
退
な
ど
、
不

安
定
化
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

条
例
制
定
に
際
し
て
は
、

永
年
の
優
れ
た
保
育
実
践
を

生
か
し
、
公
的
保
育
所
増
設
、

保
育
料
の
現
行
水
準
維
持
、

企
業
に
対
す
る
給
付
費
の
使

途
制
限
な
ど
を
明
記
す
べ
き

だ
と
考
え
反
対
し
ま
す
。

　

富
谷
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
で
国
が

　

国の基準を満たして

おり条例は適切
　

賛成　三浦　邦夫 議員

定
め
る
「
従
う
べ
き
基
準
」

と
「
参
酌
す
べ
き
基
準
」
に

つ
い
て
、

①
利
用
定
員

②
利
用
開
始
に
伴
う
基
準

③
教
育
、
保
育
の
提
供
に
伴

う
基
準

④
管
理
、
運
営
等
に
関
す
る

基
準

⑤
撤
退
時
の
基
準

な
ど
、
す
べ
て
国
の
基
準
を

充
分
に
満
た
し
て
い
ま
す
。

　

富
谷
町
の
条
例
の
制
定
は

適
切
で
あ
り
、
賛
成
し
ま
す
。

討

論

討　
　
　

論

　

こ
の
条
例
は
、
富
谷
町
の

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
で
定
め
る
基
準

は
、
良
質
か
つ
適
切
な
内
容

及
び
水
準
の
特
定
教
育
・
保

育
ま
た
は
特
定
地
域
型
保
育

の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か

に
成
長
す
る
た
め
に
適
切
な

環
境
が
等
し
く
確
保
さ
れ
る

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
、
特

定
教
育
・
保
育
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
者
は
、
当
該

基
準
を
遵
守
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

子
ど
も
子
育
て
新
制
度
に

伴
う
条
例
制
定
で
す
が
、
国

の
基
準
に
は
、
保
育
施
設
に

よ
り
基
準
が
別
々
に
な
り
、

格
差
が
拡
大
す
る
と
い
う
大

　

基準別々の保育施設

格差拡大する
　

反対　佐藤　聖子 議員

き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

町
の
条
例
は
国
の
基
準
よ

り
上
回
っ
て
よ
い
は
ず
で
す

が
、
保
育
に
あ
た
る
人
、
給

食
の
提
供
な
ど
も
、
国
の
基

準
ど
お
り
で
、
保
育
の
専
門

性
が
評
価
さ
れ
て
い
な
い
と

考
え
ま
す
。

　

現
行
基
準
も
最
低
限
の
も

の
で
あ
り
、
さ
ら
に
拡
充
が

必
要
と
い
う
認
識
に
立
ち
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ど

の
施
設
で
も
設
備
や
職
員
の

基
準
は
同
じ
で
あ
る
べ
き
と

指
摘
し
て
、
反
対
し
ま
す
。

　

こ
の
条
例
で
定
め
る
基
準

は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、
良
質

か
つ
適
切
な
内
容
及
び
水
準

の
特
定
教
育
・
保
育
ま
た
は

　

質の高い幼児福祉の

向上に期待
　

賛成　森　　　栄 議員

特
定
地
域
型
保
育
の
提
供
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

成
長
す
る
た
め
に
適
切
な
環

境
が
等
し
く
確
保
さ
れ
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
で
、
質
の
高
い
幼
児
期
の

教
育
、
保
育
の
総
合
的
な
提

供
、
保
育
の
質
的
拡
大
及
び

確
保
な
ら
び
に
地
域
に
お
け

る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

充
実
が
図
ら
れ
る
の
で
、
乳

幼
児
の
福
祉
向
上
を
期
待
し

て
賛
成
し
ま
す
。

討

論

討　
　
　

論

　

こ
の
条
例
は
、
富
谷
町
の

家
庭
的
保
育
事
業
の
設
備
お

よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
で
定
め
る
基
準

は
、
明
る
く
衛
生
的
な
環
境

に
お
い
て
、
素
養
が
あ
り
適

切
な
訓
練
を
受
け
た
職
員
か

ら
、
保
育
の
提
供
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
心
身
と
も
に

健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
、
家
庭
的

保
育
等
事
業
者
は
当
該
基
準

を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

富谷町特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の制定

富谷町家庭的保育事業等
の設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定

定 例 会 



とみや議会だより No.167

2014年 （平成 26年）11月１日
10

議会 を傍聴してみませんか 議会 を傍聴してみませんか 

次回の定例会は12月上旬開会の予定です。次回の定例会は12月上旬開会の予定です。

詳しくは議会事務局へお問い合わせください。TEL 358詳しくは議会事務局へお問い合わせください。TEL 358��06220622

次次回回のの定定例例会会はは1122月月上上旬旬開開会会のの予予定定でですす。。

詳詳ししくくはは議議会会事事務務局局へへおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。TTEELL 335588��00662222

　

第
３
回
臨
時
会
は
６
月　
３０

日
に
開
会
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
議
案
は
平
成　

年
度
一
般

２６

会
計
補
正
予
算
１
件
で
、
３

７
７
万
円
を
追
加
し
、
総
額

1
4
1
億
8
2
6
8
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。
補
正
の
内

容
は
、
公
金
の
今
後
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る

安
全
管
理
対
策
の
強
化
に
か

か
る
費
用
で
す
。

　

ま
た
、
町
長
が
臨
時
会
の

途
中
で
退
席
し
た
こ
と
は
議

会
軽
視
も
甚
だ
し
く
、
臨
時

会
は
、
町
長
が
招
集
し
て
お

り
、
そ
の
開
会
中
に
、
招
集

者
で
あ
る
町
長
が
途
中
で
退

席
す
る
こ
と
は
、
緊
急
時
を

除
い
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

途
中
退
席
の
理
由
と
議
会
に

対
す
る
謝
罪
を
求
め
る
動
議

が
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
町
長

よ
り
、
開
会
中
に
途
中
退
席

し
た
こ
と
へ
の
説
明
と
謝
罪

が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
４
回
臨
時
会
は
８
月
１

日
に
開
会
さ
れ
、
平
成　

年
２５

度
（
仮
称
）
富
谷
町
総
合
運

動
公
園
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交

流
館
新
築
工
事
（
繰
越
）
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
、
解
体
と

な
っ
た
旧
管
理
棟
の
建
て
替

え
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

Ａ
グ
ラ
ウ
ン
ド
連
絡
階
段
設

置
工
事
の
予
算
と
抱
き
合
わ

せ
て
一
部
工
事
内
容
を
変
更

し
た
も
の
で
、　

年
１
月
の

２６

一
般
競
争
入
札
公
告
以
来
、

中
止
を
含
め
て
３
回
不
調
に

な
っ
た
案
件
で
し
た
。

契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

契
約
相
手
方

　

�
サ
ン
ホ
ー
ム

契
約
金
額

　

1
億
6
4
７
０
万
円

工
期

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２７

２０

スポーツ・文化交流館
新築工事契約締結

第4回臨時会

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補

２６

正
予
算
は
、
１
億
３
５
７
1

万
円
を
追
加
し
、
総
額
1
４

３
億
1
８
３
９
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
地
方
債

の
補
正
は
、
明
石
台
小
学
校

建
築
及
び
臨
時
財
政
対
策
債

の
増
額
で
す
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、
歳

入
は
地
方
交
付
税
決
定
及
び

　

年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金

２５で
す
。
歳
出
は　

年
度
に
予

２５

算
計
上
し
た
も
の
の
、
２
回

の
入
札
で
不
調
に
な
っ
た
富

谷
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事

の
増
額
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
、
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
は
、
そ
れ
ぞ
れ　

年
２５

度
決
算
処
理
に
伴
う
補
正
で
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

富
谷
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
の
増
額

��� 主なつかいみち ���
�富谷小学校トイレ改修工事　 5,329万円

�町道舗装補修工事　 1,780万円

�明石台小学校放課後児童クラブ
　新設事業　 560万円

公金の安全管理対策
町長の途中退席

第3回臨時会
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富富富富富富富富富富谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷町町町町町町町町町町議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会のののののののののの富谷町議会の

イイイイイイイイイインンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーーネネネネネネネネネネッッッッッッッッッットトトトトトトトトト　インターネット

録録録録録録録録録録画画画画画画画画画画配配配配配配配配配配信信信信信信信信信信をををををををををを録画配信を

ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままますすすすすすすすすすしています

富谷町議会録画中継URL

http://www.tomiya-town.
stream.jfit.co.jp/

富谷町議会インターネット 検索

議員倫理に関する
調査特別委員会を

設置

　手話は、音声が聞こえない、聞こえづら

い、音声で話すことができない、話しにく

いろう者にとって、コミュニケーションを

とり、教育を受け、働き、社会活動に参加

し、生活を営み、人間関係を育み、人とし

て成長していくために必要不可欠な言語で

ある。

　また、2006年12月に国連総会におい

て採択された「障害者の権利に関する条

約」において、「言語」とは、「音声言語

及び手話その他の形態の非音声言語をい

う。」と定義されたことにより、手話が言

語として国際的に認知された。

　よって手話が音声言語と対等な言語で

あることを広く国民に広め、手話を言語

として普及できる環境整備を目的とした

「手話言語法」を制定することを強く求

める。

（提出先）　衆議院議長ほか

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話
言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言
語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
をををををををををををををををををををををををををを
求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
にににににににににににににににににににににににににに
提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出

　

「
富
谷
町
議
会
基
本
条
例

第
３
条
第
３
項
に
抵
触
す
る

こ
と
に
関
す
る
」
調
査
特
別

委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

調
査
項
目
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
２
つ
で
す
。

①
河
北
新
報

平
成　

年
８
月
９
日
付

２６

「
宮
城
・
富
谷
町
議
、
病

院
で
暴
言
？
」

平
成　

年
８
月　

日
付

２６

２３

「
大
声
を
出
し
た
の
は
医

師
の
方　

富
谷
町
議
」

大
崎
タ
イ
ム
ス

平
成　

年
８
月　

日
付

２６

１０

「
町
議
が
医
師
ら
に
暴
言

か
」

平
成　

年
８
月　

日

２６

２４

「
大
声
出
し
た
の
は
医
師

の
ほ
う　

富
谷
町
森
議

員
」

の
記
事
内
容
の
事
実
に
つ

い
て

②
一
般
質
問
後
の
教
育
委
員

会
へ
の
電
話
に
関
す
る
事

実
、
議
会
事
務
局
職
員
に

対
す
る
強
圧
的
電
話
に
関

す
る
事
実
等
に
つ
い
て

　

委
員
定
数
は
、
議
長
お
よ

び
当
事
者
を
除
く
全
議
員　
１６

人
で
す
。
調
査
期
間
に
つ
い

て
は
、
当
該
調
査
終
了
ま
で

閉
会
中
も
調
査
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
ま
し
た
。
全
員

賛
成
で
特
別
委
員
会
設
置
決

議
を
可
決
し
ま
し
た
。



とみや議会だより No.167

2014年 （平成 26年）11月１日
12

第３回臨時会（6/30）・第４回臨時会（8/1）・第３回定例会（9/2～9/12)　議案採決結果一覧
提
案
者

浅
野
幹
雄

相
澤　

榮

渡
邊
俊
一

磯
前　

武

永
野
久
子

佐
藤
聖
子

細
谷 

二

小
川
昌
義

山
路
清
一

佐
藤
克
彦

三
浦
邦
夫

安
住
稔
幸

浅
野
直
子

小
泉　

光

�
橋
正
俊

出
川
博
一

菅
原
福
治

森　
　

栄

議決結果
反　

対

賛　

成
議　　　　　案

町
長
提
案

－○○○○○○○○○○○○○○○○欠
席原案可決016

平成２６年度富谷町一般会計補正予算
（第３号）

第
3
回
臨
時
会

議
員
提
案

－○××○○○○○○×○○○○○○欠
席原案可決313

途中退席の理由の説明及び議会に対す
る謝罪を求めること

町
長
提
案

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２５年度（仮称）富谷町総合運動公
園スポーツ・文化交流館新築工事（繰
越）請負契約の締結

第
4
回
臨
時
会

町
長
提
案

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
富谷町放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例の制定

第
3
回
定
例
会

－○○○××○○○○○○○○○○○○原案可決215
富谷町家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例の制定

－○○○××○○○○○○○○○○○○原案可決215
富谷町特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017富谷町介護保険条例等の一部改正

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
富谷町母子・父子家庭医療費の助成に
関する条例の一部改正

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
富谷町水道事業の設置等に関する条例
の一部改正

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017富谷町立学校の設置に関する条例の一部改正

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017平成２６年度富谷町一般会計補正予算（第４号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２６年度富谷町国民健康保険特別会
計補正予算（第２号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２６年度富谷町介護保険特別会計補
正予算（第２号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２６年度富谷町後期高齢者医療特別
会計補正予算（第１号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２６年度町道高屋敷線道路拡幅工事
請負契約の締結

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017和解及び損害賠償額の決定

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017和解及び損害賠償額の決定

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017和解及び損害賠償額の決定

－－－－－－－－－－－－－－－－－－原案可決017
人権擁護委員の候補者の推薦につき意
見を求めること

－－－－－－－－－－－－－－－－－－原案可決017
人権擁護委員の候補者の推薦につき意
見を求めること

－○○○××○○○○○○○○○○○○原案認定215
平成２５年度富谷町一般会計歳入歳出決
算の認定

－○○○××○○○○○○○○○○○○原案認定215
平成２５年度富谷町国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案認定017
平成２５年度富谷町下水道事業特別会計
歳入歳出決算の認定

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案認定017
平成２５年度富谷町介護保険特別会計歳
入歳出決算の認定

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案認定017
平成２５年度富谷町後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案認定017平成２５年度富谷町水道事業会計決算の認定

議
員
提
案

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
富谷町議会基本条例第３条第３項に抵
触することに関する調査特別委員会の
設置に関する決議

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017「手話言語法」制定を求める意見書

○賛成　　×反対
※議長（浅野幹雄）は採決に加わりません。
※「人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること」については、無記名投票のため各議員の賛否は把握できません。
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 出川　博一 議員　 14p
　成田出張所での休日業務なぜできないのか
　放課後児童クラブはどう変わるのか
　「新訂富谷町誌」の決断先送りされているが

 磯前　　武 議員　 15p
　町営パークゴルフ場整備計画の取り組み図れ

 森　　　栄 議員　 14～15p
　町の総合的な発展に商工業の振興は絶対条件

 山路　清一 議員　 16p
　高屋敷工業団地を問う
　富谷町の空き家対策は

 菅原　福治 議員　 17p
　図書館を含む文化センター複合施設の建設を
　公営（町営）墓地整備検討委員会の設置を

 小川　昌義 議員　 16～17p
　街路樹ケヤキ今後の対策は
　情報漏えい問題に対する町の対策は
　いじめ防止対策法とスマホ対策は

 永野　久子 議員　 18p
　学童保育は学校内で実施するよう求めます
　広報配付委託、区長の守秘義務明記の考えは

 渡邊　俊一 議員　 19p
　太子堂団地内の交通安全対策について問う

 三浦　邦夫 議員　 18～19p
　兄弟は同じ保育所で保育する事を望む

 佐藤　聖子 議員　 20p
　認知症の発見に早期の働きかけどうする
　学校の楽器　買いかえ必要では

 小泉　　光 議員　 21p
　ＡＥＤを24時間使えるように

 相澤　　榮 議員　 20～21p
　学校給食の地場食材供給について

 �橋　正俊 議員　 22p
　町が所有する資産の有効活用はないのか

 安住　稔幸 議員　 23p
　防災での障がい者対策を求める
　公営墓地を問う
　ごみ収集で町民の利便性を図れ

 佐藤　克彦 議員　 22～23p
　消防団員確保の対策を問う
　農作物有害鳥獣等駆除対策を問う

 浅野　直子 議員　 24p
　若者の支援総合相談窓口の設置を
　住民協働による事業計画の推進を

一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問一般質問

町町町町町町町町町町
政政政政政政政政政政
をををををををををを
問問問問問問問問問問
うううううううううう

町
政
を
問
う

各
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
の
概
要
を
、　

ペ
ー
ジ
か
ら

１３

　

ペ
ー
ジ
ま
で
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２４詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

人
が
一
般
質
問

１６
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出川出川 博一博一
議 員議　員

　

富
谷
町
は
、
人
口
増
加
に

伴
い
、
住
民
の
福
祉
の
向
上

と
生
活
の
利
便
性
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
町
の
総
合
的
な

発
展
の
た
め
に
は
、
企
業
誘

致
を
含
む
商
工
業
の
振
興
が

絶
対
条
件
で
す
。
ま
た
、
少

子
高
齢
化
や
情
報
化
な
ど
の

社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に

対
応
し
つ
つ
、
町
内
の
中
小

企
業
の
育
成
・
支
援
や
住
民

の
職
住
近
隣
の
た
め
に
、
雇

用
の
確
保
も
行
政
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
市
制

移
行
す
る
た
め
の
要
件
を
ク

リ
ア
す
る
た
め
に
も
、
商
工

業
の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

問　

商
工
業
振
興
の
施
策
は
。

答　

地
場
の
小
規
模
事
業
所

の
振
興
と
大
型
企
業
の
誘
致

を
合
わ
せ
な
が
ら
進
め
ま
す
。

問　

市
制
移
行
の
要
件
を
ク

リ
ア
す
べ
き
今
後
の
商
工
業

の
あ
り
方
は
。

答　

市
制
移
行
の
要
件
で
あ

る
、
地
方
自
治
法
第
８
条
第

３
項
の
規
定
は
、
ほ
ぼ
達
成

し
て
い
ま
す
が
、
商
工
業
の

発
展
の
た
め
に
企
業
誘
致
を

含
め
努
力
し
ま
す
。

問　

く
ろ
か
わ
商
工
会
富
谷

事
業
所
の
建
物
の
建
替
え
や

リ
フ
ォ
ー
ム
の
考
え
は
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
富
谷
事

業
所
の
建
替
え
や
リ
フ
ォ
ー

ム
の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

森 栄森　　栄
議 員議　員

 
問 

成
田
出
張
所
で
の
休
日
業
務

な
ぜ
で
き
な
い
の
か

答　

こ
れ
以
上
窓
口
業
務
サ
ー
ビ
ス
を

拡
充
で
き
ま
せ
ん

 
問 

町
の
総
合
的
な
発
展
に

商
工
業
の
振
興
は
絶
対
条
件

答　

商
工
業
振
興
策
、
支
援
策
の

あ
り
方
を
検
討
す
る

率
さ
が
課
題
と
し
て
い
ま
す

が
、
延
長
制
度
を
廃
止
し
成

田
出
張
所
で
の
土
日
祝
日
に

問　

本
庁
・
成
田
出
張
所
で

の
時
間
外
窓
口
延
長
制
度

（　

時　

分
〜　

時
）の
非
効

１７

３０

１９

お
け
る
窓
口
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
、
非
効

率
さ
を
改
善
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

成
田
出
張
所
を

１
時
間
半
延
長
（
平

均
来
所
者　

人
）
す

１６

る
た
め
に
、
本
庁
に

は
平
均
３
人
し
か
来

所
し
な
く
て
も　

人
１５

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

非
効
率
さ
が
際
立
っ

て
い
る
と
の
認
識
で

す
が
、
現
状
の
体
制

を
継
続
せ
ざ
る
を
得

その他の
質　　問

問 
「
新
訂
富
谷
町
誌
」
の
決
断

先
送
り
さ
れ
て
い
る
が

答 
そ
う
遠
く
な
い
時
期

皆
さ
ん
に
還
元
す
る
方
向 

な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

問　

イ
オ
ン
へ
の
窓
口
新
設

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
で
、

「
土
日
祝
日
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
ら
」
が　

％
７２

と
高
く
、
若
い
世
代
の
取
り

込
み
に
、
休
日
対
応
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
大
き
な
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
。

答　

こ
れ
以
上
、
窓
口
業
務

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
状
況

に
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

イ
オ
ン
新
設
の
実
像
は

単
な
る
マ
ス
コ
ミ
受
け
狙
い

の
提
案
、
思
い
つ
き
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
す
か
。

答　

こ
れ
は
全
く
事
実
と
異

な
り
ま
す
。

問　

学
童
保
育
へ
の
意
見
要

望
が
半
数
と
多
か
っ
た
が
。

答　

非
常
に
貴
重
な
情
報
と

受
け
止
め
、
い
か
に
具
現
化

し
て
い
く
か
検
討
し
ま
す
。

問　

ニ
ー
ズ
調
査
で
要
望
の

あ
る
富
ケ
丘
小
、
成
田
東
小

に
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
の
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

答　

利
用
す
る
皆
さ
ん
の
使

い
で
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

最
優
先
に
置
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

 
問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

ど
う
変
わ
る
の
か

答　

ニ
ー
ズ
調
査
を
生
か
し

使
い
で
を
最
優
先
に
検
討
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磯前 武磯前　武
議 員議　員

整
備
計
画
に
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
と
思
い
ま
す
。
こ
の

件
は
、
私
も
同
僚
議
員
も
再

三
に
わ
た
り
質
問
し
て
お
り
、

ま
た
以
前
に
は
約
1
３
０
０

人
の
町
民
か
ら
の
署
名
も
届

い
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
気
軽
に
簡
単
に
、
子
ど

も
も
高
齢
者
も
楽
し
め
る

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
早
急
に
計

画
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
所
見
を
質

問
し
ま
す
。

答　

町
営
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
整
備
計
画
、
健
康
づ
く
り
、

国
保
税
の
減
税
等
も
絡
み
な

が
ら
、
５
万
人
規
模
の
町
民

の
皆
さ
ん
の
多
様
性
を
、
い

か
に
町
政
運
営
に
具
体
化
す

る
か
で
す
。
進
め
方
で
す
が
、

や
は
り
町
の
財
政
が
一
番
の

出
だ
し
で
す
。
明
石
台
小
学

校
に　

億
円
、
複
合
施
設
等

２５

に　

億
円
で
す
。
財
政
の
範

１５
囲
の
中
で
、
ど
こ
を
ど
の
よ

う
に
優
先
し
て
い
く
か
が
課

題
で
す
。
そ
の
こ
と
を
十
分

想
定
し
な
が
ら
形
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
建
設

地
に
つ
い
て
は
、
数
カ
所
見

て
お
り
ま
す
が
、
現
状
は
未

定
で
す
。

問　

富
谷
交
番
の
移
転
計
画
、

富
谷
消
防
の
整
備
計
画
は
。

答　

富
谷
交
番
の
移
転
に
つ

い
て
は
、
新
築
移
転
を
含
め
、

鋭
意
検
討
中
で
す
。
富
谷
消

防
署
に
つ
い
て
は
、
富
谷
市

へ
の
移
行
に
あ
わ
せ
、
予
定

で
は
成
田
に
平
成　

年
4
月

３１

に
新
設
と
し
て
い
ま
す
。

問　

文
化
施
設
、
町
民
大

ホ
ー
ル
の
整
備
計
画
は
。

答　

従
前
か
ら
の
大
き
な
課

題
で
、
文
化
会
館
、
ホ
ー
ル
、

図
書
館
等
、
多
機
能
な
複
合

施
設
と
い
う
こ
と
で
望
み
、

願
う
と
こ
ろ
で
す
。
５
万
人

都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
、
都
市

文
化
的
な
施
設
の
実
現
を
、

従
前
以
上
に
力
を
入
れ
進
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

業
団
地
へ
の

企
業
の
誘
致

等
、
大
い
に

期
待
を
し
て

お
り
ま
す
。

問　

町
は
国

保
税
の
減
税

に
着
手
を
し

て
お
り
、
そ

れ
に
関
連
し

て
の
健
康
寿

命
延
伸
の
一

策
と
し
て
、

町
営
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の

　

平
成　

年
度
は
、
若
生
町

２６

政
に
と
っ
て
重
要
な
年
と
な

り
ま
す
。（
仮
称
）明
石
台
小

学
校
新
設
開
校
、
高
屋
敷
工

 
問 

町
営
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

整
備
計
画
の
取
り
組
み
図
れ

答　

町
民
が
望
む
必
要
な
施
設
と
し
て

形
に
し
て
い
く

問　

く
ろ
か
わ
商
工
会
富
谷

事
業
所
の
会
員
数
の
増
員
対

策
と
組
織
率
向
上
の
対
策
は
。

答　

定
期
的
に
商
工
業
者
の

調
査
を
行
い
、
新
規
事
業
者

の
把
握
と
入
会
案
内
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問　

職
住
近
隣
の
雇
用
の
た

め
の
行
政
施
策
は
。

答　

雇
用
の
創
出
を
図
る
た

め
、
今
後
も
企
業
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
、
雇
用
促
進
奨

励
金
を
活
用
し
て
雇
用
の
促

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

高
屋
敷
工
業
団
地
と
杜

乃
橋
団
地
の
道
路
の
接
続
に

よ
る
交
通
安
全
対
策
は
。

答　

両
側
歩
道
で
、
横
断
歩

道
や
規
制
標
識
を
設
置
し
て

安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

問　

開
発
指
導
要
綱
の
見
直

し
の
有
無
に
つ
い
て
は
。

答　

町
の
基
本
方
針
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
、
開
発
の
規
制

と
緩
和
の
両
面
を
見
な
が
ら

引
き
続
き
進
め
て
い
く
方
針

で
す
。

　▲  くろかわ商工会富谷事務所
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小川小川 昌義昌義
議 員議　員

山路山路 清一清一
議 員議　員

月
か
ら
造
成
工
事
に
着
手
す

る
予
定
と
聞
き
ま
す
。

 
問 

高
屋
敷
工
業
団
地
を
問
う

答　

企
業
誘
致
促
進
の
た
め

来
年
９
月
造
成
工
事
完
了

　

高
屋
敷
土
地
区
画
整
理
組

合
が
設
立
認
可
を
受
け
、
９

　

会
員
制

倉
庫
型
量

販
店
の
進

出
計
画
な

ど
も
あ
り
、

近
隣
住
民

の
安
全
・

安
心
を
考

え
質
問
し

ま
す
。

問　

コ
ス

ト
コ
進
出

計
画
と
町

へ
の
影
響

は
。

答　

交
通

状
況
も
良
く
、
現
在
組
合
が

進
出
に
つ
い
て
交
渉
中
で
す
。

　

従
業
員
は
立
地
す
る
町
か

ら
優
先
的
に
採
用
、
６
０
０

人
か
ら
８
０
０
人
の
雇
用
が

期
待
で
き
ま
す
。

問　

工
業
団
地
完
成
後
の
交

通
ア
ク
セ
ス
は
。

答　

立
地
企
業
に
、
組
合
と

一
緒
に
国
道
４
号
か
ら
の
出

入
り
を
働
き
か
け
、
杜
乃
橋

内
通
過
交
通
量
の
軽
減
に
努

め
ま
す
。

問　

高
屋
敷
地
区
の
用
途
地

域
と
地
区
計
画
は
。

答　

準
工
業
、
工
業
、
工
業

専
用
地
域
で
、
今
後
地
区
計

画
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

問　

空
き
家
の
戸
数
と
空
き

家
率
は
。

答　

平
成　

年
の
調
査
結
果

２０

で
は
、
1
４
０
０
戸
で　

％
8.9

で
す
。

問　

空
き
家
の
多
い
地
区
は
。

答　

町
で
は
、
ま
だ
現
地
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

空
き
家
に
対
す
る
対
応

策
は
。

答　

条
例
化
は
仙
台
市
、
美

里
町
、
色
麻
町
が
今
年
4
月

か
ら
施
行
、
町
も
制
定
の
準

備
な
ど
検
討
し
ま
す
。

問　

空
き
家
固
定
資
産
税
の

納
付
状
況
は
。

答　

空
き
家
の
調
査
は
し
て

お
ら
ず
、
納
付
状
況
は
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

空
き
家
に
関
し
て
の
事

故
・
事
件
等
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

あ
り
ま
せ
ん
。
苦
情
は

そ
の
都
度
指
導
し
て
い
ま
す
。

 
問 

富
谷
町
の
空
き
家
対
策
は

答　

空
き
家
は
今
後

大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
組
む

　▲  杜乃橋二丁目

　▲  町道宮沢根白石線

中
木
で
ヤ

マ
ボ
ウ
シ

を
配
置
し

て
い
ま
す
。

問　

ケ
ヤ

キ
の
大
木

化
に
対
す

る
対
策
は
。

答　

大
木

化
し
て
き

て
お
り
対

策
を
取
ら

な
け
れ
ば

な
り
ま
せ

問　

明
石
台
７
・
８
丁
目
の

街
路
樹
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

答　

宮
沢
根
白
石
線
は
、
低

木
で
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
、

 
問 

街
路
樹
ケ
ヤ
キ
今
後
の
対
策
は

答　

根
回
り　
　

以
上
の
大
木
化
に

８０
cm

早
急
に
対
応

ん
。
専
門
家
や
町
民
の
皆
さ

ん
に
情
報
提
供
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問　

町
全
体
の
街
路
樹
の
指
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　▲  イズミティ 21（仙台市泉区）

菅原菅原　福治福治
議 員議　員

 
問 

図
書
館
を
含
む
文
化
セ
ン
タ
ー

複
合
施
設
の
建
設
を

答　

ホ
ー
ル
・
図
書
館
等
の
文
化
施
設
を

具
体
化
し
ま
す

複
合
文
化
施
設
の
検
討
を
、

早
期
に
具
体
化
し
ま
す
。

問　

文
化
施
設
の
建
設
は
短

期
か
長
期
な
の
か
、
ま
た
建

設
費
等
の
考
え
方
は
。

答　

優
先
順
位
と
し
て
新
設

明
石
台
小
学
校
、
福
祉
の
複

合
施
設
等
が
整
い
次
第
と
し
、

早
急
に
具
体
策
を
ま
と
め
ま

す
。
着
工
に
あ
た
っ
て
は
、

基
金
の
積
み
立
て
等
を
視
野

に
入
れ
て
進
め
ま
す
。

問　

富
谷
ら
し
い
文
化
施
設

と
は
、
ど
の
程
度
の
規
模
と

考
え
て
い
る
の
か
、
客
席
の

数
は
何
席
ぐ
ら
い
な
の
か
。

答　

大
和
町
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー

ル
の
７
〜
８
０
０
席
か
、
イ

ズ
ミ
テ
ィ　

の
1
０
０
０
席

２１

く
ら
い
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

今
後
は
座
席
数
、
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
、
複
合
の
種
類
等
を
検

討
し
ま
す
。

要
望
が
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
。
仙
台

市
と
隣
接
す
る
富

谷
の
文
化
施
設
と

は
、
ど
の
よ
う
に

あ
る
べ
き
か
を
質

問
し
ま
す
。

問　

図
書
館
を
含

む
複
合
施
設
の
今

後
の
予
定
は
。

答　

実
現
す
べ
き

課
題
と
し
て
、
屋

外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

ホ
ー
ル
、
図
書
館

等
の
機
能
を
持
つ

　

市
制
移
行
は
、
平
成　

年
２８

の
早
い
時
期
と
確
実
視
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
新
た
に
図
書

館
を
含
む
文
化
施
設
の
建
設

　

高
齢
化
と
と
も
に
お
墓
の

心
配
を
す
る
住
民
が
増
え
て

お
り
ま
す
が
、
富
谷
に
は
公

営
墓
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
宗

旨
・
宗
派
を
問
わ
な
い
、
比

較
的
に
安
価
で
、
環
境
の
良

い
公
営
墓
地
の
整
備
を
質
問

し
ま
す
。

問　

墓
地
整
備
の
方
向
性
は
。

答　

公
営
墓
地
の
必
要
性
は

認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
他

の
市
町
村
の
事
例
を
見
て
研

究
を
重
ね
ま
す
。

問　

墓
地
の
必
要
性
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
墓
地
整

備
検
討
委
員
会
の
設
置
は
。

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

は
検
討
の
時
間
を
、
検
討
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
関

係
所
管
と
調
整
し
ま
す
。

 
問 

公
営（
町
営
）墓
地
整
備

検
討
委
員
会
の
設
置
を

答　

関
係
所
管
と
前
向
き
に
調
整
し
ま
す

問　

通
信
ア
プ
リ
L
I
N
E
、

ス
マ
ホ
対
策
を
仙
台
市
な
ど

で
と
っ
て
い
ま
す
が
、
当
町

の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

答　

町
内
の
、
あ
る
中
学
校

で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
内

容
を
精
査
し
、
教
職
員
と
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
児
童
生

徒
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
問 

い
じ
め
防
止
対
策
法
と

ス
マ
ホ
対
策
は

答　

い
じ
め
対
策
協
議
会
を
設
置
し

対
応
し
た
い

問　

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
情
報
漏
え
い
事
件
、

町
の
情
報
は
漏
え
い
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

答　

町
の
情
報
と
流
出
し
た

情
報
項
目
の
突
合
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

問　

７
月　

日
総
務
省
か
ら

２４

個
人
情
報
の
適
切
な
管
理
に

つ
い
て
の
通
知
が
出
て
い
ま

す
が
、
対
応
は
と
り
ま
し
た

か
。

答　

経
産
省
は
承
知
し
て
い

ま
す
が
、
総
務
省
は
把
握
し

て
い
ま
せ
ん
。

問　

単
独
市
制
移
行
し
た
他

町
村
と
比
べ
て
、
情
報
化
推

進
職
員
が
少
な
い
の
で
は
。

答　

市
制
移
行
に
伴
う
委
員

会
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

 
問 

情
報
漏
え
い
問
題
に
対
す
る

町
の
対
策
は

答　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
入
替
時

職
員
を
配
置
し
て
い
る

針
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

今
現
在
、
指
針
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
整
備
に
向
け
検

討
し
ま
す
。
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三浦三浦 邦夫邦夫
議 員議　員

永野永野 久子久子
議 員議　員

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

学
童
保
育
の
設
置
場
所

に
つ
い
て
は
学
校
の
近
場
に

あ
る
の
が
基
本
と
考
え
、
東

向
陽
台
小
、
成
田
東
小
に
つ

い
て
は
空
き
教
室
の
利
用
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

成
田
東
小
は　

年
度
の

２７

空
き
教
室
が
６
教
室
あ
り
ま

す
。
空
き
教
室
利
用
を
「
検

討
す
る
」
と
し
な
が
ら
、
何

年
も
経
過
し
て
い
る
の
は
な

ぜ
で
す
か
。

答　

十
分
検
討
し
て
現
状
に

至
っ
て
い
ま
す
。

 
問 

学
童
保
育
は
学
校
内
で

実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
す

答　

東
向
陽
台
小
、
成
田
東
小
は

空
き
教
室
利
用
を
検
討

　

私
は
、
知
人
の
若
い
ご
夫

妻
か
ら
、
富
谷
町
で
は
兄
弟

を
同
じ
保
育
所
で
保
育
で
き

な
い
の
で
す
か
と
質
問
を
い

た
だ
き
、
一
瞬
、
え
っ
と
耳

を
疑
い
ま
し
た
。
内
容
は
、

お
兄
ち
ゃ
ん
は
４
歳
児
で
明

石
台
若
樹
の
森
保
育
園
に
お

世
話
に
な
り
、
今
春
、
1
歳

　

カ
月
の
弟
さ
ん
も
同
じ
保

１０育
園
で
お
世
話
に
な
ろ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
入
園
基
準
に

満
た
な
い
と
の
こ
と
で
、
入

所
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

私
は
、
兄
弟
は
同
一
保
育

所
で
お
世
話
を
す
る
の
が
当

然
だ
と
思
い
、
な
ぜ
、
弟
さ

ん
が
入
所
で
き
な
か
っ
た
の

か
、
子
育
て
支
援
課
に
相
談

に
行
き
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

富
谷
町
保
育
所
入
所
基
準
表

で
は
、
①
家
庭
外
労
働
時
間

数
②
家
庭
内
労
働
時
間
数
③

母
の
出
産
な
ど
④
主
た
る
保

育
者
の
療
養
な
ど
⑤
病
人
の

介
護
な
ど
⑥
家
族
の
災
害
⑦

就
学
な
ど
⑧
求
職
な
ど
の
項

目
が
あ
り
、
確
か
に
理
に
か

な
っ
た
内
容
に
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
入
所
指

数
や
優
先
順
位
を
機
械
的
に

計
算
し
て
、
入
所
で
き
る
か

で
き
な
い
か
を
決
定
す
る
と

の
こ
と
で
、
兄
弟
と
い
う
点

は
考
慮
し
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

私
は
、
兄
弟
愛
を
育
成
す

 
問 

兄
弟
は
同
じ
保
育
所
で

保
育
す
る
事
を
望
む

答　

当
然
同
一
の
保
育
所
に

入
所
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る

さ
れ
た
こ
の
機
会
に
、
担
当

課
を
生
涯
学
習
課
で
は
な
く

問　

学
童
保
育
に
対
す
る
国

と
市
町
村
の
責
任
が
明
確
に

子
育
て
支
援
課

と
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

今
後
は
子

育
て
支
援
課
が

行
う
方
向
で
検

討
し
ま
す
。

問　

来
年
度
、

明
石
台
小
学
校

の
開
校
で
、
東

向
陽
台
小
は　
１２

教
室
と
プ
レ
ハ

ブ
教
室
が
空
き

ま
す
。
学
童
保

育
の
施
設
と
し

て
確
保
で
き
る

 
問 

広
報
配
付
委
託
、
区
長
の

守
秘
義
務
明
記
の
考
え
は

答　

今
後
、
総
合
的
に
検
討
し
ま
す

問　

定
期
的
な
広
報
や
選
挙

公
報
を
配
付
す
る
対
価
と
し

て
、
町
と
国
・
県
か
ら
公
金

が
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
配

付
の
対
価
は
誰
に
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
か
。

答　

１
枚
あ
た
り
い
く
ら
と

い
う
形
で
入
り
ま
す
。
行
政

区
長
に
報
酬
を
お
支
払
い
し

て
い
ま
す
。

問　

実
際
に
一
軒
一
軒
配
付

し
て
い
る
の
は
、
多
く
の
場

合
、
町
内
会
の
班
長
で
す
。

班
長
に
そ
の
対
価
は
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
か
。

答　

町
と
し
て
は
区
長
の
ほ

う
に
報
酬
と
し
て
お
支
払
い

を
し
て
い
ま
す
。

問　

町
内
会
の
負
担
軽
減
の

た
め
に
も
広
報
等
の
配
付
は

民
間
に
委
託
す
べ
き
で
は
。

答　

総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

問　

区
長
に
は
情
報
が
集
中

す
る
こ
と
か
ら
、
条
例
に
守

秘
義
務
を
明
記
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

今
後
、
検
討
す
る
余
地

は
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　▲  放課後児童クラブ
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渡邊渡邊 俊一俊一
議 員議　員

る
面
か
ら
も
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
と
い
う
面
か
ら
も
、

選
考
基
準
表
の
中
に
、
ぜ
ひ

兄
弟
の
同
一
入
所
ポ
イ
ン
ト

を
最
優
先
順
位
と
し
て
入
れ

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
、

質
問
し
ま
す
。

問　

兄
弟
愛
を
育
て
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、

保
育
所
入
所
基
準
表
作
成
の

段
階
で
考
慮
す
べ
き
で
は
。

答　

保
育
所
の
現
状
は
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、

入
所
の
優
先
順
位
の
定
数
化

で
、
上
位
か
ら
名
簿
順
に
並

べ
て
い
ま
す
。

問　

富
谷
町
保
育
所
入
所
基

準
表
の
中
に
、
同
一
家
庭
の

兄
弟
を
考
慮
す
る
分
野
が
な

い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

答　

兄
弟
で
入
所
を
希
望
す

る
場
合
、
当
然
、
同
一
の
保

育
所
に
入
所
で
き
る
よ
う
最

大
限
の
配
慮
を
し
ま
す
が
、

年
齢
に
よ
り
定
員
が
異
な
り
、

優
先
順
位
が
低
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

 
問 

太
子
堂
団
地
内
の

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
問
う

答　

太
子
堂
団
地
内
の
安
全
性
は

早
急
に
取
り
組
み
ま
す

　▲  太子堂

が
町
の
幹
線
道
路
を
経
由
す

る
車
も
多
く
な
り
、
穀
田
三

ノ
関
線
が
仏
所
太
子
堂
線
に

接
続
さ
れ
た
時
に
国
道
４
号

ま
る
ま
つ
交
差
点
に
て
大
渋

滞
が
起
き
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
渋
滞
を
避
け
る
た

め
太
子
堂
団
地
内
を
迂
回
路

と
し
て
通
過
し
、
町
道
三
ノ

関
大
崎
線
へ
抜
け
る
車
輌
が

増
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
も
朝
の
通
勤
時
に
は

国
道
４
号
ま
る
ま
つ
交
差
点

の
信
号
待
ち
を
嫌
い
、
多
く

の
車
が
太
子
堂
団
地
内
を
通

過
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

太
子
堂
住
民
の
安
全
性
を
考

え
、
事
前
に
対
策
を
考
え
て

お
く
必
要
性
が
あ
る
と
思
い
、

次
の
３
問
に
て
質
問
し
ま
す
。

問　

都
市
計
画
道
路
穀
田
三

ノ
関
線
の
事
業
計
画
を
ど
の

よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

答　

手
続
完
了
次
第
、
翌
年

度
実
施
計
画
、
２
年
目
用
地

買
収
、
３
年
目
以
降
に
整
備

工
事
の
予
定
で
進
め
ま
す
。

問　

事
業
計
画
に
合
わ
せ
、

太
子
堂
団
地
内
の
安
全
性
か

ら
と
ら
え
、
町
道
三
ノ
関
大

崎
線
の
未
整
備
地
で
あ
る
、

仏
所
太
子
堂
線
か
ら
三
ノ
関

会
館
前
ま
で
の
拡
幅
工
事
を
、

都
市
計
画
道
路
完
成
と
同
時

に
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
大
事

と
考
え
、
町
長
の
見
解
を
求

め
ま
す
。

答　

太
子
堂
団
地
内
の
安
全

性
か
ら
、
早
急
に
整
備
が
実

現
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問　

三
ノ
関
大
崎
線
の
拡
幅

改
良
工
事
に
よ
り
、
大
雨
に

よ
る
三
ノ
関
会
館
前
の
道
路

の
冠
水
対
策
も
講
じ
ら
れ
る

と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
見

解
を
求
め
ま
す
。

答　

冠
水
す
る
地
点
と
竹
林

川
の
高
低
差
が
小
さ
い
た
め
、

道
路
の
部
分
的
な
か
さ
上
げ

工
事
な
ど
が
有
効
な
対
策
と

な
り
ま
す
。
な
お
一
層
国
交

省
と
の
協
議
も
含
め
て
加
速

し
て
い
き
ま
す
。

大
清
水
・

あ
け
の
平

方
面
か
ら

役
場
東
側

を
通
り
国

道
４
号
へ

抜
け
る
、

最
も
便
利

な
道
路
と

な
り
ま
す
。

　

国
道
4

号
の
通
過

車
輌
も
日

増
し
に
増

加
し
、
我

　

庁
舎
東
側
を
通
る
都
市
計

画
道
路
穀
田
三
ノ
関
線
が
完

成
す
れ
ば
、
我
が
町
の
南
部

地
区
、
特
に
上
桜
木
・
成
田
・
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相澤 榮相澤　榮
議 員議　員

佐藤佐藤 聖子聖子
議 員議　員

 
問 

認
知
症
の
発
見
に

早
期
の
働
き
か
け
ど
う
す
る

答　

早
期
発
見
の
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
検
討

 
問 

学
校
給
食
の
地
場
食
材

供
給
に
つ
い
て

答　

多
く
使
用
す
る
よ
う

可
能
な
限
り
努
め
ま
す

　▲  地場食材

 
問 

学
校
の
楽
器

買
い
か
え
必
要
で
は

答　

計
画
的
に
更
新
を
検
討

問　

学
校
の
楽
器
で
買
い
か

え
が
必
要
な
も
の
は
。

答　

楽
器
備
品
台
帳
の
提
出

に
よ
り
、
現
状
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
今
後
計
画
的
に
更

新
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

問　

学
校
備
品
や
器
具
の
調

査
を
し
て
い
ま
す
か
。

答　

各
学
校
の
要
望
に
応
じ

て
確
認
し
、
そ
の
上
で
予
算

計
上
し
て
い
ま
す
。

問　

学
校
の
図
書
指
導
員
を

フ
ル
タ
イ
ム
に
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

指
導
員
と
の
協
議
の
中
、

そ
う
い
う
こ
と
も
出
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

問　

東
向
陽
台
幼
稚
園
の
外

壁
の
塗
り
か
え
計
画
は
。

答　

亀
裂
部
分
は
、
今
後
一

部
修
繕
を
図
り
ま
す
。

で
は
な
い
で
す
か
。

答　

周
囲
の
気
づ
き
、
本
人

の
気
づ
き
が
重
要
で
、
認
知

症
の
気
づ
き
が
で
き
る
よ
う

な
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
検
討

に
入
っ
て
い
ま
す
。

問　

来
年
度
、
介
護
保
険
で

町
が
責
任
を
持
つ
こ
と
に
な

る
地
域
本
部
事
業
は
。

答　

生
活
支
援
総
合
事
業
は
、

要
支
援
１
、
２
と
現
在
の
２

次
予
防
対
象
者
、
元
気
な
高

齢
者
に
な
り
ま
す
。
要
支
援

の
方
々
の
サ
ー
ビ
ス
を
検
証

し
な
が
ら
、
多
様
な
実
施
主

体
に
よ
る
組
み
立
て
を
検
証

し
て
い
ま
す
。

問　

多
様
な
実
施
主
体
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
別
の
委
託

先
も
入
る
の
は
不
安
で
は
。

答　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
い
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と

い
う
視
点
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

早
期
受
診
と
診
断
、
対
応
の

仕
方
で
症
状
も
進
行
も
変
わ

　

認
知
症
は
、
高
齢
期
に
誰

も
が
な
り
う
る
も
の
で
す
が
、

　

地
元
で
生
産
さ
れ
た
「
顔

の
見
え
る
」、
新
鮮
で
安
全
・

安
心
な
農
産
物
を
、
学
校
給

食
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
期

待
し
、
質
問
し
ま
す
。

る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

問　

認
知
症
理

解
の
た
め
に
、

小
さ
い
単
位
で

数
多
く
学
ぶ
機

会
を
つ
く
っ
て

は
ど
う
で
す
か
。

答　

認
知
症
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
を
講
師
に
、

学
び
の
講
座
を

実
施
し
て
い
ま

す
。

問　

早
期
の
働

き
か
け
が
重
要
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小泉 光小泉　光
議 員議　員

問　

地
産
地
消
の
実
態
は
。

答　

平
成　

年
度
が　

・
４

２４

１４

％
、　

年
度
が　

％
、
今
年

２５

6.1

度
は
７
月
末
現
在　

％
と
い

6.5

う
状
況
で
す
。

問　

な
ぜ
使
用
量
が
増
え
な

い
の
で
す
か
。

答　

計
画
書
を
基
に
Ｊ
Ａ
あ

さ
ひ
な
か
ら
購
入
し
て
い
ま

す
が
、
規
格
や
品
質
に
合
致

し
な
い
場
合
や
必
要
な
数
量

に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
他

の
業
者
か
ら
購
入
し
て
い
ま

す
。

問　

使
用
量
を
増
や
す
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

答　

規
格
や
品
質
、
数
量
に

つ
い
て
は
協
議
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
地
産
地
消
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　

カ
ッ
ト
野
菜
増
の
要
因

は
何
で
す
か
。

答　

調
理
時
間
の
作
業
効
率

を
上
げ
る
一
環
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。

問　

外
国
産
野
菜
は
使
用
し

て
い
ま
す
か
。

答　

主
に
加
熱
済
み
の
冷
凍

野
菜
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

問　

職
員
の
適
正
人
数
は
何

人
で
す
か
。

答　

衛
生
管
理
基
準
等
を
考

慮
し
な
が
ら
、
調
理
過
程
で

必
要
な
人
数
を
各
担
当
に
適

切
に
配
置
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
職
員
は　

人
で
す
。

４６

問　

地
産
地
消
と
農
業
振
興

を
い
か
に
考
え
ま
す
か
。

答　

地
元
食
材
を
積
極
的
に

使
用
し
、
農
業
振
興
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
セ
ン
タ
ー
の
方

向
性
は
。

答　

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に

あ
た
り
作
成
し
た
基
本
計
画

に
、「
地
元
生
産
者
の
要
望

に
応
え
る
施
設
」
と
記
載
し

て
い
ま
す
。
農
業
振
興
や
食

育
の
観
点
か
ら
、
必
要
で
大

切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
、
地
元
食
材
を
よ
り

多
く
使
用
す
る
よ
う
、
可
能

な
限
り
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

場
所
と
台
数
は
。

答　
　

の
公
共
施
設
に　

台

３７

４１

で
す
。

問　

そ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は　

時
間

２４

誰
で
も
使
え
ま
す
か
。

答　

施
設
が
閉
鎖
さ
れ
れ
ば

機
敏
に
取
り
出
せ
ま
せ
ん
。

問　

年
間
の
リ
ー
ス
料
は
。

答　

2
5
4
万
円
余
で
す
。

問　

コ
ン
ビ
ニ
等
に
設
置
し

　

時
間
使
え
る
よ
う
に
す
べ

２４き
で
は
な
い
で
す
か
。

答　

十
分
検
討
し
ま
す
。

問　

い
つ
ま
で
に
検
討
す
る

の
で
す
か
。

答　

相
手
の
あ
る
こ
と
な
の

で
即
答
で
き
ま
せ
ん
。

問　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
よ
い

か
の
判
断
が
難
し
い
、
町
民

へ
の
展
開
を
ど
う
考
え
ま
す

か
。

答　

黒
川
消
防
の
業
務
で
普

及
啓
蒙
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　

町
が
町
民
へ
使
用
方
法

の
展
開
を
リ
ー
ド
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
で
す
か
。

答　

消
防
に
依
頼
し
て
町
内

会
、
学
校
、
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
等
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
室
細
動
の
際

に
機
器
が
自
動
的
に
解
析
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
電
気

的
な
シ
ョ
ッ
ク
（
除
細
動
）

を
与
え
、
心
臓
の
働
き
を
戻

す
こ
と
を
試
み
る
医
療
機
器

で
す
。
動
作
が
自
動
化
さ
れ

て
い
る
の
で
、
施
術
者
が
一

般
市
民
で
も
使
用
で
き
る
よ

う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

心
室
細
動
に
見
舞
わ
れ
た

場
合
、
３
分
で
脳
死
状
態
と

な
る
と
も
言
わ
れ
、
１
分
治

療
が
遅
れ
る
ご
と
に
生
存
率

が
７
か
ら　

％
程
度
低
下
す

１０

る
よ
う
で
す
。

　

救
急
車
が
来
る
ま
で
の
約

７
分
の
間
に
、
救
命
率
は
一

気
に　

％
に
ま
で
低
下
す
る

４０

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
救
急

車
の
到
着
以
前
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
し
た
場
合
、
救
急
車
が

駆
け
つ
け
て
か
ら
使
用
す
る

よ
り
、
救
命
率
が
数
倍
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

傷
病
者
の
命
を
救
う
た
め

に
、
救
急
車
が
到
着
す
る
前

に
私
た
ち
一
般
人
が
で
き
る

だ
け
早
く
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す

る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
等

２４に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
、
い
つ

で
も
使
え
る
安
心
の
町
づ
く

り
を
求
め
質
問
し
ま
す
。

問　

現
在
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

 
問 
Ａ
Ｅ
Ｄ
を　

時
間
使
え
る
よ
う
に

２４

答　

十
分
検
討
し
ま
す

　▲  AED（自動体外式除細動器）
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佐藤佐藤　克彦克彦
議 員議　員

��橋橋　正俊正俊
議 員議　員

 
問 

町
が
所
有
す
る
資
産
の

有
効
活
用
は
な
い
の
か

答　

協
議
を
し
た
上
で今

後
検
討
し
ま
す

な
ど
、
多

く
の
自
然

災
害
の
中

で
の
見
回

り
等
に
よ

る
安
全
確

認
や
予
防
、

現
場
で
の

援
助
活
動

等
が
、
多

く
報
道
さ

れ
て
い
ま

す
。
火
事

現
場
で
の

消
火
活
動
、

予
防
消
防

　

消
防
団
に
対
す
る
期
待
が

非
常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

地
震
、
水
害
、
土
砂
災
害

 
問 

消
防
団
員
確
保
の
対
策
を
問
う

答　

待
遇
の
改
善

日
当
報
酬
を
含
め
検
討
し
ま
す

と
し
て
の
役
割
等
が
、
重
視

さ
れ
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
団
員
確　▲  富谷町消防団

て
い
な
い
土
地
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
の
大
清
水
に
あ
る
所

有
地
は
、
現
在
、
オ
ー
ト
ヒ

ル
ズ
（
中
古
車
販
売
組
合
）

で
一
部
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

だ
い
ぶ
空
き
地
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
富
ケ
丘
北
部

会
館
の
新
築
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
旧
会
館
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

問　

大
清
水
に
あ
る
町
所
有

地
の
面
積
は
。

答　

１
万
６
８
６
０
㎡
で
す
。

問　

オ
ー
ト
ヒ
ル
ズ
と
の
契

約
の
内
容
は
。

答　

行
政
財
産
の
目
的
外
使

用
許
可
で
、
期
間
は
原
則
１

年
更
新
で
す
。　

年
度
の
使

２６

用
料
は
、
６
０
３
万
６
０
０

０
円
で
す
。

問　

町
で
使
う
こ
と
に
な
っ

た
場
合
、
事
務
所
に
使
わ
れ

て
い
る
建
物
が
あ
る
が
、
そ

の
対
策
は
。

答　

当
然
、
原
状
復
旧
を
し

て
町
に
戻
す
許
可
条
件
な
の

で
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

空
い
て
る
土
地
を
、
子

ど
も
た
ち
の
自
転
車
乗
り
の

練
習
場
所
に
考
え
て
は
。

答　

町
民
の
た
め
利
活
用
す

る
考
え
は
持
っ
て
い
ま
す
。

問　

地
方
自
治
体
が
、
現
在

所
有
し
て
い
る
資
産
の
運
用

計
画
を
３
年
以
内
に
提
出
す

る
よ
う
、
国
の
指
導
が
あ
る

よ
う
で
す
が
。

答　

正
式
な
名
称
は
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策

定
で
、
指
示
が
来
て
い
ま
す
。

問　

計
画
を
提
出
し
、
資
産

が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
地

方
交
付
税
が
下
が
る
な
ど
の

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

交
付
税
に
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問　

富
ケ
丘
の
旧
北
部
会
館

は
、
今
後
ど
う
し
ま
す
か
。

答　

町
内
会
と
協
議
し
、
利

用
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

問　

待
機
児
童
の
解
消
と
い

う
意
味
も
含
め
、
小
規
模
な

保
育
所
に
利
用
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

ま
だ
未
定
で
す
。

ツ
文
化
交
流
館
の
建
設
や
、

（
仮
称
）
明
石
台
小
学
校
の

　

今
、
我
が
町
で
は
、（
仮

称
）
総
合
運
動
公
園
ス
ポ
ー

　

年
4
月

２７開
校
に
向

け
て
、
大

き
な
事
業

を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、

建
設
さ
れ

て
い
る
場

所
の
敷
地

は
、
町
所

有
の
土
地

で
す
が
、

ま
だ
町
に

は
多
く
の

使
用
さ
れ

　▲  大清水
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安住安住　稔幸稔幸
議 員議　員

保
の
大
切
さ
を
感
じ
て
、
次

の
質
問
を
し
ま
す
。

問　

団
員
の
加
入
促
進
は
。

答　

団
長
、
副
団
長
、
分
団

長
、
３
分
団　

班
編
制
な
の

１６

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
長
と
地

域
内
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
、

新
団
員
の
加
入
促
進
を
推
進

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

問　

今
後
、
団
員
を
増
加
さ

せ
る
対
策
は
。

答　

現
状
の
定
員
の
根
拠
も

希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。
定

員
の
適
正
の
評
価
、
充
足
の

状
況
な
ど
、
現
在
と
将
来
を

見
合
せ
な
が
ら
対
処
す
べ
き

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

団
員
の
待
遇
改
善
は
。

答　

次
年
度
当
初
に
向
け
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

に
は
障
が
い
を
持
つ
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。
聴
覚
障
が
い

を
持
つ
方
々
の
震
災
時
の
様

子
を
取
材
し
た
「
音
の
な
い

３
・　

」
と
い
う
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

１１

見
る
と
、
聴
覚
障
が
い
を
持

つ
方
は
、
防
災
無
線
等
の
津

波
避
難
情
報
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
視
覚
障
が
い
を
持

つ
方
も
お
ら
れ
、
そ
の
方
々

に
合
わ
せ
た
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

問　

聴
覚
障
が
い
者
の
対
策

と
し
て
、
役
場
等
に
非
常
事

態
を
知
ら
せ
る
回
転
灯
や
非

常
用
案
内
掲
示
板
の
設
置
は
。

答　

現
状
で
の
防
災
訓
練
や

職
員
連
携
に
よ
る
的
確
な
誘

導
に
努
め
ま
す
。
回
転
灯
等

は
、
安
全
確
保
の
一
つ
と
し

て
、
今
後
の
対
応
と
し
ま
す
。

問　

視
覚
障
が
い
者
の
対
策

と
し
て
、
地
デ
ジ
が
聞
け
る

ラ
ジ
オ
を
日
常
生
活
用
具
給

付
に
追
加
し
て
は
。

答　

有
効
性
等
を
勘
案
し
、

視
覚
障
が
い
者
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
て
対
応
し
ま
す
。

 
問 

防
災
で
の
障
が
い
者
対
策
を

求
め
る

答　

障
が
い
を
持
つ
方
々
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
対
応
す
る

その他の
質　　問

問 
ご
み
収
集
で町

民
の
利
便
性
を
図
れ

答 
十
分
検
討
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
ま
す

　

私
は
、
公
営
墓
地
に
つ
い

て
以
前
に
も
質
問
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
８
月
５
日
の

仙
台
市
・
富
谷
町
広
域
行
政

協
議
会
で
、
奥
山
仙
台
市
長
、

仙
台
市
議
会
議
員
、
市
の
局

長
ら
幹
部
に
、
仙
台
市
の
い

ず
み
墓
園
事
業
へ
の
富
谷
町

の
参
画
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

富
谷
町
は
、
仙
台
市
と
の

い
ず
み
墓
園
の
共
同
事
業
化

を
図
る
べ
き
で
す
。

問　

公
営
墓
地
を
問
い
ま
す
。

答　

ま
だ
踏
み
込
む
状
況
に

な
い
段
階
で
す
が
、
広
く
町

民
の
意
見
を
伺
う
場
と
し
て

懇
談
会
等
の
設
置
を
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

 
問 

公
営
墓
地
を
問
う

答　

町
民
の
意
見
を
伺
う

懇
談
会
等
の
設
置
を
検
討

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

へ
の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

年
々
被
害
が
増
加
の
傾
向
に

あ
り
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除
、

農
作
物
被
害
防
止
を
講
じ
る

必
要
を
感
じ
次
の
質
問
を
し

ま
す
。

問　

被
害
の
実
態
は
。

答　

被
害
実
態
報
告
が
あ
り
、

熊
や
イ
ノ
シ
シ
が
水
田
に

入
っ
た
り
、
あ
ぜ
に
穴
を
あ

け
る
な
ど
で
す
。

問　

被
害
の
防
止
対
策
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

答　

基
本
的
に
は
自
主
的
防

止
、
被
害
対
策
を
願
っ
て
い

ま
す
。
他
に
有
害
鳥
獣
捕
獲

隊
に
依
頼
し
箱
わ
な
を
設
置

し
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
で
も
箱
わ
な
を
１
基
購
入

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
電
気

柵
に
よ
る
防
護
や
箱
わ
な
に

よ
る
捕
獲
を
行
い
、
出
没
地

区
に
は
、
注
意
喚
起
の
チ
ラ

シ
配
布
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
問 

農
作
物
有
害
鳥
獣
等

駆
除
対
策
を
問
う

答　

電
気
柵
で
防
護箱

わ
な
に
よ
る
捕
獲

　▲  DVD「音のない３．11」
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一一 般般 質質 問問一 般 質 問

農
業
委
員
に横

田
さ
ん

小
松
さ
ん

　

町
長
よ
り
議
会
に
対
し

て
、
農
業
委
員
２
人
の
推

薦
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
を
委
員
に
登

用
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
、
横
田
た
つ
子
さ

ん
（
大
童
）
小
松
明
巳
さ

ん
（
三
ノ
関
）
を
推
薦
、

決
定
し
ま
し
た
。

 横  田 たつ 子  さん
よこ た こ

 小  松 　 明  巳  さん
こ まつ あけ み

浅野浅野　直子直子
議 員議　員

　

若
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

多
種
多
様
で
危
険
ド
ラ
ッ
グ

に
よ
る
事
故
も
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ニ
ー
ト
・
ひ

き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
、

訪
問
の
拡
大
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業

者
な
ど
の
支
援
の
連
携
が
必

要
で
す
。
未
来
を
担
う
大
事

な
若
者
の
支
援
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。

問　

子
ど
も
や
若
者
、
家
族

が
一
元
的
に
相
談
で
き
る
組

織
、
総
合
窓
口
の
設
置
が
必

要
と
考
え
、
質
問
し
ま
す
。

 
問 

若
者
の
支
援

総
合
相
談
窓
口
の
設
置
を

答　

分
野
に
限
ら
ず検

討
し
て
い
き
た
い

答　

総
合
的
に
対
応
で
き
る

窓
口
の
設
置
、
分
野
に
限
ら

ず
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　

全
国
で
危
険
ド
ラ
ッ
グ

に
よ
る
犯
罪
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
対
策
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

答　

情
報
共
有
、
防
止
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

深
刻
な
状
況
と
受
け
止
め
て

よ
り
防
止
対
策
に
努
め
ま
す
。

問　

学
校
で
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

答　

薬
物
乱
用
防
止
と
い
う

こ
と
で
、
小
中
学
校
の
授
業

の
中
で
啓
発
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

 
問 

住
民
協
働
に
よ
る

事
業
計
画
の
推
進
を

答　

町
政
運
営
の
柱
の
一
つ
で
す

　

住
民
参
加
で
ま
ち
づ
く
り

の
提
案
、
将
来
に
向
け
若
い

世
代
の
意
見
も
取
り
入
れ
た

地
域
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
り
組
み
、（
仮
称
）

地
域
活
性
化
協
議
会
の
設
置

の
推
進
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

問　

住
民
協
働
の
事
業
計
画

を
進
め
ら
れ
る
（
仮
称
）
地

域
活
性
化
協
議
会
（
住
民
・

行
政
・
事
業
所
・
学
校
関
係

等
）
を
設
置
し
、
実
行
可
能

な
事
業
に
は
予
算
の
確
保
を

認
め
、
住
民
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
よ
る
取
り
組
み
も

必
要
と
考
え
質
問
し
ま
す
。

答　

住
民
協
働
は
町
政
運
営

の
柱
で
す
。
２
年
後
の
市
制

移
行
も
あ
り
、
皆
さ
ま
が
参

加
で
き
る
よ
う
な
制
度
を
つ

く
り
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

大
場
さ
ん

�
橋
さ
ん

　

人
権
擁
護
委
員
の
大
場

仁
さ
ん
、
鈴
木
力
さ
ん
の

任
期
が
満
了
と
な
る
た
め
、

候
補
者
と
し
て
、
大
場
仁

さ
ん
（
ひ
よ
り
台
）
の
再

任
、
�
橋
一
郎
さ
ん
（
明

石
）
の
新
任
に
同
意
し
ま

し
た
。
任
期
は
３
年
で
す
。

 大  場 　　 仁  さん
おお ば まさ

� 橋����
たかはし

　 一郎  さん
いちろう
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総

務

常

任

委

員

会

委 員 会 報 告 

よりよい町づくりのために 

調査しました 調査しました 調査しました 
各委員会で、

６月～９月までの

議会閉会中に

調査をしました。

◎
調
査
日　

７
月　

日
２４

　

船
橋
市
は
、
平
成　

年
度
か
ら
市

２０

税
な
ど
の
滞
納
者
を
対
象
と
し
た

「
債
権
回
収
対
策
室
」
を
設
置
し
、

強
制
徴
収
公
債
権
の
一
元
徴
収
を
全

国
に
先
駆
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
の
考
え
方
は
、

①
複
数
の
債
権
を
抱
え
て
い
る
滞
納

者
に
は
、
債
権
管
理
の
一
元
化
が

で
き
、
督
促
や
所
管
ご
と
の
納
付

相
談
等
が
一
度
で
済
む
。

②
提
訴
な
ど
は
、
専
門
的
な
知
識
の

蓄
積
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
一
元

化
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
専
門
的

な
事
務
の
執
行
が
可
能
と
な
る
。

な
ど
で
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
情
報
管
理
の

徹
底
と
合
わ
せ
、
生
活
困
窮
な
ど
の

ど
う
し
て
も
納
付
が
困
難
な
滞
納
者

に
つ
い
て
は
、
債
権
管
理
条
例
に
基

づ
い
て
債
権
放
棄
の
手
続
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

徴
収
一
元
化
は
、
納
税
の
公
平
・

公
正
の
観
点
か
ら
大
変
重
要
な
取
り

組
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
、

事
前
に
納
税
相
談
な
ど
が
出
来
る
総

合
窓
口
の
設
置
が
先
決
で
す
。

　

我
が
町
と
し
て
は
、
今
後
と
も
納

税
相
談
に
力
を
入
れ
て
い
く
事
が
肝

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◎
調
査
日　

７
月　

日
・
７
月　

日

２３

２５

　

収
納
事
業
（
コ
ン
ビ
ニ
・
マ
ル
チ

ペ
イ
メ
ン
ト
等
）
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

　

北
本
市
は
「
日
本
一
の
納
税
環
境

づ
く
り
」
を
掲
げ
、
平
成　

年
か
ら
多

１８

様
な
納
税
方
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

背
景
と
し
て
、
収
納
率
の
低
下
、

収
納
体
制
の
強
化
、
収
納
環
境
の
整

備
、
ペ
イ
ジ
ー
等
へ
の
対
応
、
事
務

の
省
力
化
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
は

じ
め
、
ペ
イ
ジ
ー
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
、

多
く
の
収
納
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
事
業
の
取
り
組
み
は
、

あ
く
ま
で
も
収
納
率
の
ア
ッ
プ
で
は

な
く
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
目
的

で
す
。

　

費
用
に
つ
い
て
は
、
運
用
経
費
は

掛
か
る
も
の
の
、
全
国
ど
こ
で
も
収

め
ら
れ
る
コ
ン
ビ
ニ
納
付
、
ま
た
ペ

イ
ジ
ー
に
つ
い
て
は
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
等
か
ら
も
納
付
可
能
と
い
う
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
高
い
コ

ス
ト
と
い
う
認
識
は
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
成
田
市
と
し
て
は
収
納
の

一
元
化
な
ど
、
滞
納
の
整
理
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
我
が
町

と
し
て
も
、
積
極
的
に
納
税
方
法
の

多
様
化
に
つ
い
て
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

※
町
の
財
政
、
町
税
、
防
災
、
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
衛
生
等
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
し
ま
す
。

多様な納税方法で

「日本一の納税環境づくり」

調査先：埼玉県北本市・千葉県成田市

強制徴収公債権の

徴収一元化

調査先：千葉県船橋市
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教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

こ
の
事
業
は
文
科
省
推
薦

事
業
で
、
特
に
３
・　

大
震

１１

災
後
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
課
題
と
な
り
、
全
国
的
に

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

特
徴
は
地
域
と
の
連
携
で
、

学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
地
域
が
加

わ
っ
た
学
校
運
営
協
議
会
を

設
置
し
、
地
域
と
学
校
が
相

互
に
支
え
合
う
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
よ
り
、

「
と
も
に
支
え
合
い
学
ぶ
学

校
づ
く
り
＝
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
が
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
「
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
」
と
連
携
し
た
取

り
組
み
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

◎
調
査
日　

７
月
９
日

　

子
ど
も
の
教
育
と
地
域
の

関
わ
り
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
事
業
に
つ
い
て
、
福

岡
県
那
珂
川
町
を
調
査
し
ま

し
た
。

　

那
賀
川
町
は
福
岡
市
に
隣

接
し
、
人
口
増
加
が
続
く
本

町
と
同
様
に
、
単
独
市
制
を

目
指
し
て
い
る
町
で
す
。 ※

教
育
、
子
育
て
、
福
祉
、
健
康
保
険
、
介
護
保
険
等
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
し
ま
す
。

地域、学校、PTA

共に支えあう活動

調査先：福岡県那珂川町

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ

り
、「
一
度
に
何
か
が
変
わ

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
徐
々

に
『
空
気
』
が
変
わ
っ
て
く

る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

富
谷
町
も
粘
り
強
く
、
き

め
細
か
な
取
り
組
み
が
必
要

と
感
じ
ま
し
た
。

◎
調
査
日　

７
月
８
日

　

山
鹿
市
の
認
知
症
等
支
援

事
業
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

　

「
最
も
重
要
な
の
は
、
地

域
に
く
ら
す
私
た
ち
の
意
識

が
変
わ
る
こ
と
」
と
考
え
、

認
知
症
の
人
が
排
除
さ
れ
ず
、

地
域
の
中
で
く
ら
し
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

施
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
「
多

様
な
人
材
育
成
と
啓
発
」「
早

期
発
見
・
早
期
支
援
体
制
整

備
」「
地
域
資
源
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
」「
地
域
の
拠

点
づ
く
り
」
と
し
て
、
地
域

で
の
縁
側
支
援
、
日
中
及
び

夜
間
支
援
を
、
地
元
企
業
も

含
め
た
取
り
組
み
で
実
施
し

て
い
ま
し
た
。

認知症の方でも

くらしやすいまちづくり

調査先：熊本県山鹿市

委 員 会 報 告 
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※
市
制
移
行
に
つ
い
て
調
査
や
研
究
を
し
ま
す
。

市民への説明会

アンケート調査を重視

調査先：岩手県滝沢市

　

市
議
会
に
移
行
す
る
に
あ

た
り
、
市
制
移
行
に
係
る
議

会
制
度
調
査
特
別
委
員
会

（
議
員
定
数
、
報
酬
、
議
会

運
営
の
あ
り
方
）、
大
規
模

公
共
施
設
整
備
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
制
へ
の
目
的
に

向
か
っ
て
、
住
民
へ
の
説
明

が
丁
寧
に
さ
れ
て
お
り
、
市

制
施
行
日
を
決
定
し
て
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
行
政
手
続
き

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

県
と
の
連
携
の
強
化
を
図

る
た
め
、
県
及
び
県
議
会
と

の
パ
イ
プ
役
に
、
県
職
員
を

副
村
長
に
招
い
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
も
、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
早
期
に
実
施
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。

◎
調
査
日　

８
月　

日
１１

　

岩
手
県
滝
沢
市
を
調
査
し

ま
し
た
。

　

市
制
移
行
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
市

制
へ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い

と
し
て
、
市
民
へ
の
説
明
会

を　

回
以
上
も
開
催
し
、
地

６０
域
行
事
に
出
向
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
も
実
施
し

て
い
ま
し
た
。

※
産
業
振
興
、
道
路
、
河
川
、
都
市
整
備
、
上
下
水
道
等
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
し
ま
す
。

に
選
定
さ
れ
ま
す
。

　

建
物
修
復
等
補
助
金
等
の

課
題
も
多
く
、
現
在
で
も
町

の
予
算
と
し
て
年
間
1
５
０

０
万
円
か
ら
２
０
０
０
万
円

か
か
り
、
財
政
や
家
主
の
納

税
な
ど
の
課
題
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。

◎
調
査
日　

7
月
2
日

　

村
田
町
に
は
、
収
穫
さ
れ

た
「
べ
に
ば
な
」
や
「
繭
」

を
、
上
方
や
江
戸
の
商
人
と

売
り
買
い
し
て
い
た
時
代
に

建
て
ら
れ
た
建
造
物
が
多
く

あ
り
、
保
存
地
区
を
指
定
、

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
い
て
い
る
蔵
を

利
用
し
て
定
期
的
に
陶
器
市

を
開
催
し
、
多
く
の
買
い
物

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

東
北
自
動
車
道
村
田
イ
ン

タ
ー
の
付
近
に
は
、「
村
田

町
歴
史
み
ら
い
館
」
と
「
道

の
駅
村
田
」
が
あ
り
、
多
く

の
人
々
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

近
く
、
伝
統
的
な
建
造
物

が
国
の
告
示
を
経
て
、
正
式

に「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
」

村田町伝統的建造物群

保存地区保存条例

調査先：村田町

委 員 会 報 告 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

市
制
移
行
調
査
特
別
委
員
会
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委 員 会 報 告 

※
富
谷
町
「
補
助
金
等
交
付
規
則
」
の
適
正
な
執
行
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
調
査

対
象
団
体
を
主
管
す
る
課
の

担
当
職
員
や
、
調
査
対
象
団

体
の
関
係
者
を
参
考
人
と
し

て
招
致
し
、
そ
れ
ぞ
れ
事
情

を
聞
く
な
ど
し
て
、
引
き
続

き
調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

補
助
金
等
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
で
は
以
下
の
と

お
り
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
調
査
日　

６
月　

日
３０

①
調
査
項
目
と
し
て
あ
げ
ら

れ
た
団
体
以
外
の
調
査
の

必
要
性
の
検
討

②
こ
の
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
確
認

◎
調
査
日　

８
月
８
日

①
当
該
団
体
に
つ
い
て
、
調

査
項
目
の
洗
い
出
し
及
び

調
査
方
法
の
検
討

◎
調
査
日　

９
月　

日
１０

①
執
行
部
に
提
出
を
求
め
た

関
係
資
料
の
内
容
精
査
及

び
検
討

②
調
査
項
目
に
対
す
る
参
考

人
の
選
定

補助金等交付団体の

関係資料を調査

６月20日
【執行部から説明】
①平成26年度一般会計補正予算（第３号）について
　町の公金の今後の取り扱いについて、さらなる安
全管理対策に努めます。

②（仮称）富谷町総合運動公園スポーツ・文化交流館
新築工事について
　工事費の増額に対応するため、工事内容の一部を
変更します。

　
８月８日
【協議事項】
①町長からの情報提供があった件について
　森栄議員の泥酔による病院搬送の件について、資
料が配付され、事実関係について協議をしました。

②調査特別委員会設置について
　森栄議員の件における、調査特別委員会の設置に
ついて協議しました。

　
８月22日
【協議事項】
①設置を予定している調査特別委員会について
　設置を予定している調査特別委員会について協議し
ました。協議に先立ち、森栄議員から説明がありました。

②黒川地方町村議会議員研修会実行委員会（第１回）
について
　黒川地方町村議会議員研修会の実行委員の選出に
ついて協議しました。

９月４日
【執行部から説明】
①富谷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の制定について

②富谷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定について

③富谷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の制定について
　上記の３条例とも、国の「子ども・子育て関連３
法」が平成27年４月から施行されることによる、富
谷町としての事業の推進にあたり条例を制定するも
のです。

９月12日
【協議事項】
議会運営について
　定例会の議事をスムーズに進行するための改善策
を協議しました。

提示された事項について、執行部からの説明及び協議が行われました。

議員全員協議会を開催しました議員全員協議会を開催しました

補
助
金
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
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政務活動費はこう使いました政務活動費はこう使いました

� ������������������������������������

○使途別内訳
（支出額は各会派及び議員の使途項目別の合計額です）

調査研究費 

86.1%

研修費 
8.7%

資料購入費 
4.8% 

資料作成費 
0.3％ 

○会派等別収支内訳（平成25年４月１日～平成26年３月31日）
単位：円

戻入額支出額交付額会派名（人数）

31,452688,548720,000フォワード富谷（４人）

0540,000540,000みらい富谷（３人）

4,260355,740360,000アクティブ21（２人）

0360,000360,000日本共産党（２人）

0540,000540,000フロンティア富谷（３人）

0180,000180,000新富谷（１人）

281,685438,315720,000議員（４人）

317,3973,102,6033,420,000合　計（19人）

収支報告書は、議会のホームページに掲載しています。領収書等は、議会事務局で閲覧できます。

※交付額は議員一人あたり月額15,000円です。

※支出額が交付額を上回る場合は、交付額と同額で表示しています。

� ������������������������������������

　

平
成　

年
７
月　

日
、
公

２６

２９

益
社
団
法
人
富
谷
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
大
童

理
事
長
ら
が
、
議
長
に
「
生

涯
現
役
社
会
の
実
現
に
取
り

組
む
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
支
援
の
要
望
書
」

を
手
渡
し
、
議
会
へ
の
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。

　

要
望
書
の
趣
旨
は
、
セ
ン

タ
ー
へ
の　

年
度
の
補
助
金

２７

と
公
共
事
業
の
発
注
に
つ
い

て
、
今
年
度
以
上
の
確
保
と
、

現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
「
財

政
安
定
化
資
金
」
の
設
置
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。

シルバー人材センターから

支援の要望

す
べ
て
議
員
配
付
と　

な
り
ま
し
た
。

○「
手
話
言
語
法
制
定
を
求

め
る
意
見
書
」
提
出
を
求

め
る
陳
情
書

宮
城
県
聴
覚
障
害
者
協

会
黒
川
支
部
よ
り

○
軽
度
外
傷
性
の
損
傷
の
周

知
及
び
労
災
認
定
基
準
の

改
正
な
ど
を
求
め
る
陳
情

書
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲

間
の
会
よ
り

○
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡

充
に
関
す
る
陳
情

被
害
者
対
策
東
北
弁
護

団
・
薬
害
肝
炎
訴
訟
東

北
弁
護
団
よ
り

陳

情

書

陳

情

書
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　私たち家族は、杜乃橋

に住んで１年になります。

私は元々富谷育ちですの

で、新しい環境に来た感

覚はありませんが、妻と

子どもたちは初めて住む

町に多少不安はあったと思います。

　しかし、どんどん住みやすくなる環境や活気ある町民の方々、近く

に住む両親のサポートのおかげで、毎日楽しく過ごすことが出来てい

ます。

　私は、結婚して子どもが生まれたら、地元富谷に住居を構えたいと

自然に思っていました。自分を現在まで育ててくれたこの町に、少し

でも恩返しをしたいと考えております。

　自分に出来ることは微力かもしれませんが、地域への貢献を積極的

に行い、自分の今住んでいる杜乃橋が、より活気のある町内会として

発展していけるように、協力していきたいと思います。そしていつか

私の子どもたちにも、地元愛が芽生えてくれることを願いたいです。

������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
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属
の
先
生
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
踊
っ
た
り
毎
日
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
す
べ
て
の
活
動
に

お
い
て「
楽
し
い
」「
出
来
た
」

と
い
う
達
成
感
を
味
わ
い
、

自
信
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、

自
然
と
自
ら
伸
び
る
子
ど
も

に
育
ち
ま
す
。
そ
し
て
、
物

事
を
肯
定
的
に
と
ら
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
に
は
、
や
は
り

友
だ
ち
同
士
の
関
わ
り
が
大

切
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
さ
に
、

学
び
と
遊
び
の
融
合
で
あ
り
、

本
園
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。

　

園
児
が
卒
園
す
る
時
、

「
幼
稚
園
は
楽
し
か
っ
た
」

と
感
じ
、
さ
ら
に
大
人
に

な
っ
た
時
に
「
自
分
は
ひ
よ

り
台
幼
稚
園
で
良
か
っ
た
」

と
懐
か
し
み
、
誇
り
に
思
え

る
そ
ん
な
園
に
な
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

で
人
間
関
係
を
学
ん
で
い
く

よ
う
な
お
子
さ
ん
に
育
っ
て

ほ
し
い
こ
と
を
教
育
目
標
に

掲
げ
、
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て

「
居
心
地
の
良
い
空
間
」
を

幼
稚
園
の
中
に
見

つ
け
て
あ
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
由
時
間
は
園

児
と
職
員
は
す
ぐ

に
園
庭
で
遊
び
ま

す
。
幼

児

期

に

し
っ
か
り
友
だ
ち

と
遊
ぶ
こ
と
で
、

円
滑
な
人
間
関
係

を
築
い
て
い
く
能

力
が
身
に
つ
く
と

考
え
て
い
る
か
ら

で
す
。
プ
ー
ル
は

一
年
中
入
り
大
好

き
な
も
の
の
一
つ

で
す
。
英
語
は
専

ひより台幼稚園

未来へはばたけ

とみやっ子
シリーズ⑤

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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み ん な の 広 場

　

ピ
ン
ク
園
舎
、
ピ

ン
ク
バ
ス
と
ピ
ン
ク

の
明
る
さ
が
大
好
き

な
幼
稚
園
。
門
を
く

ぐ
る
と
笑
い
声
や
優

し
い
歌
声
が
、
い
つ

も
園
内
中
響
き
渡
っ

て
い
ま
す
。
幼
稚
園

と
い
う
「
社
会
」
の

中
で
、
自
立
し
な
が

ら
友
だ
ち
と
い
う
存

在
を
知
り
、
そ
の
中

　

い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
ご

愛
読
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
「
子

ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
」が

　

年
４
月
か
ら
施
行
予
定
と

２７な
る
こ
と
に
伴
い
、
各
市
町
村

に
お
い
て
条
例
の
制
定
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
国
基

準
を
富
谷
町
の
基
準
と
す
る

３
つ
の
関
係
条
例
案
が
提
出

さ
れ
、
賛
成
多
数
で
原
案
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
富
谷
町
は
、

平
均
年
齢　

歳
の
若
い
町
で

４０

す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
子
育
て
中
の
保
護
者
の

皆
さ
ま
方
に
は
、
大
変
、
期
待

さ
れ
る
条
例
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
政
治
や
社
会

情
勢
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

直
接
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
ご
愛
読
者
で
あ
る
皆

さ
ま
方
に
と
っ
て
、
読
み
や

す
く
、
わ
か
り
や
す
い
編
集

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
議
会
だ
よ
り

に
対
し
て
、
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員　

森　
　
　

栄

編編編編編編編編編編
集集集集集集集集集集
後後後後後後後後後後
記記記記記記記記記記

編
集
後
記

 石橋 　 理 さん（杜乃橋）
いしばし さとし

地元愛を大切に


